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社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3，000円

1999年ア月に発刊した旧本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により、増刷 ・頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 ・240頁にまとめています。

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

〒530- 0001 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

TEL 06- 6348- 0635 F.ぬく 06- 6348- 0634

頒 価 1部3，000円 (税送料込み)

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。
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A 4判・240頁・並製本

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ 1建築と社会J の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc.

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のフ。口フィーj レ(片岡 安・
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. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動J 一尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 山甲・佐野正一・機尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言
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坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

・80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十 倉 毅 / 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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総会議決お知らせ

臨時理事会議決の

お知うせ

本会事務所移転の

お知らせ

日本建築協会

& 邑

耳目

平 成16年 6 月16日開催の平成16年 度

第 1 回通常総会において、下記議案が

それぞれ原案のとおり承認されました0

. 第 1号議案

平成15年度事業報告のf引詳細2 p)

. 第 2 号議案

平成15年度収支決算報告の件(詳細3 p)

- 第 3号議案

役員改選の件

* 6 月19日付で退任した理事 (閥単略)

氏 原 完 典 / 大 成 建 設 鮒

川村 長次/ 体湖西都市整備セン女一

久米宏和/ 世故大阪建設業協会

小宮三辰/ 倣波井建築設計事務所

清水義一郎/ 清水工業所

畠 山 佑 治/ v紛シンコー

原因孝太郎/ 原因セメント化工側

松村慶三Ｏ ｾ 株踊辺設計

平 成16年 6 月21日開催の平成16年度

第 1回臨時理事会において、役付役員

並びに理事の会務分掌が、P 5 の別表

のとおり j夫まりました。

日本建築協会の事務所が、大阪マ ーチ

ャンダイス ・マートビルの 7 階に移転

しました。

大 正 6 年 3 月30 日、事務所を本会創

設委員のひとり片岡安の事務所内に置

いて発足し、 8 回の転居を経て近畿建

築会館に事務所を構えた本会は、昭和

58年 12月22目、大阪駅前第 3 ビルに

居を構えました 。 そして今回 11回目

の移転になります。

新しい事務所は眼下に大川の流れを臨

む所にあり、京阪電車、地下鉄谷町線

の天満橋駅に直結しております。現在

工事中の京阪新線が開通すれは市内各

所からの7 クセスも至便の場所となり

ます。

* 6 月20日付で就任した理事 (敬称略) 杉 山 泰 生 / 事 務 局

木村 之彦/ 木村工業副紛 相 馬 一 男/ 住友電Z賀補

久我 三郎/ 久我産業副総 任回 勉/ 西松建調和的

瀬戸川 夜/ 関西住宅品質保証(欄 中川 正美/v倒フジタ

立 成 良 三/ 倒!大阪府住宅センター 中 谷 秀 敏/ 大阪ガス附

寺下 均/ 大成建設欄 中井 進/v紛 日建設計

藤井 賓/ エスケー化石刑制 浜 辺 鶴 志 / 戸 田 建 設 附

松岡寮生Ｏ ｾ欄 きんでん 伴 昭秀Ｏ ｾ槻 西原衛生工業所

松本壮一郎/ 愛知工業大学 広原盛明/ 元京都府立大学

前川 翼/ f紛大阪建設業協会 堀 田 修 二 / 鹿 島 建 謝 対

*  6 月20日付で再任した理事 (敬称略) 輿 謝 野 久 / 鮒 日 建 設 計

浅 沼 誠 失/v械受沼組 渡 辺 勝 紀 / 閥 熊 谷 組

井上 豊/ 大阪大学名誉教授 * 6 月20日付で再任した監事 (敬称略)

上 原 正 行/ 神戸大学 前 田 隆 司/ 側前田商会

岡 田 幸 之/ 閥東畑建築事務所 - 第 4 号議案

古 原 直 人/ 毎日工鎖倒 事務所移転の件{詳細1p)

古 林 敏 郎/ 広島工業大学

害日宗3ロミ

節/ ダイダン側

温

臨

大: I l ，&マーチャンダイス

マートビル 7 階 8 室

T EL  06・6946・6981

FAX 06- 6946- 6984 
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区
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町

央

町

民

中

心

市

刷

出

版

干

大

N
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豆

1 丁目 7 番31号

神

戸

岨

新しい場所で、新しい気持ちで協会活

動を推進すべく各委員、事務局員とも

ども心機一転取り組む所存ですので、

会員各位には倍旧のご支援を賜りたく 、

本誌面をも ってお願い申し上げます。

撞築と社会 ・2004. 7 1  



平 成 1 5年度事業報告書

1. 総
ム
一
品

(1  ) 第 1回通常総会 平成15年 6 月18日

議 事 ① 平 成14年度事業報告承認の件

②平成Wf- l度決算報告承認の件

③役員の選任の件

(2) 第 2 回通常総会 平成16:4三3 月24日

議事 ①平成 1 6年度事業計画承認の件

②平成 1 6年度収支予算承認の件

③評議員定数改正の件

④名誉正会員行限3の件

(3) 第 1回臨時総会 平成15年11月26日

議事 ①運営資金の件

②事務所移転検討の件

③理事補選の件

2. 理 事

. 6.  

ｾ＠

(1  ) 第 1 回通常理事会 平成15年 6 月18日

議事 ①平成14 l F - 度事業報告承認の件

②平成14 l F - 度決算報告ヌ向忍の件

@1.頒 の 選 任 の件

@ 各支部の14年度決t1*認の件

(必 第 2 回通常理事会 平成16年 3 月10日

議事 ①平成 1 6年度事業計百ρ珂忍の件

吾平成 1 6年度収支予算承認の件

③評議員定数改正の件

④名誉正会員北口胞の件

(3) 第 1回臨時理事会 平成15年 6 月18日

議事 ①役付役員選任の件

②常設委員長委嘱の件

@1 頒の会務分i学の件

(4) 第 2 回臨時理事会 平成15年10月28日

議事 ①運蛍資金の件

②事務所移転検討の件

③理事補選の件

3. 評 議 員 会

平成15年 6月9 日(1  ) 第 1 固定時評議員会

議事 ①副議長互選の件

②役員選任姉儲について

(2) 第 1回臨時評議員会 平成15年11月15日

; 議事任理事補選t財儲について

② EI 本主L喋 協会財政再建策の件

4. 役 員 会 等

ω 正副会長会議 16回

(2) 常任理事会 8 回

5. 常 設 委 員 会 等

(1) 編集委員会 委員会 ロ回 小委員会等 75四

位) 事業委員会 6回 24回

(3) 教育委員会 l 回 9回

(4) 出版委員会 11回 22回

(5) 建材委員会 4 回

|  6. 特 別 委 員 会 等

(1) 工高生デザインコンクール審査委員会 l 回

匂) 青年技術者選考委員会 l 回

(3) f日本法築協会賞」選考委員会 3 回

(4) ほE築と社会J : l 1 ' 選考委員会 l 回

7. 建築と社会・特集号

4 月号サスティナビリティ~次世代に引き継ぐ行府11 ・

建築 ・暮らしのデザイン~

5 月 号 建 築 と 五 感

6 月号 都市計画法及び鐙築基準法等の改正

7 月号 コンパージョンーインテリアから発信する

まちなみ

8 月 号 介 護 と 建 築 ・ 設備

9 月号建築とノスタルジ一一建築の主観的制li 値 に

つ い て -

10月号 力と楽しくつきあう方法

11月 号 私 の 空間作法一会員作品ー

12月号 第50回青年技術者+ 背年技術者顕彰50年

l 月号大阪市住宅局一魅力ある大都市居住の笑現

に向けて-

2 月 号 都 市 緑化

2  

平成 15年4 月1日~平成 16年3月31 日

3 月号東海支部会員作品2∞4

愛・地球陣- 2005年日本国際博覧会のめざ

す も の ~

8. 出 版 及び 講 座

< プ口のノ ウハウ> シ リーズ等

『プロが教えるキッチン設計の コツJ /井上まるみ若

くプ口のノ ウハウ> 講座

建物の結露ートラブル事例 と解決策

言 語 ＨＱ 市岩崎 秀 ｾｖ ほｉＡ物の結露」編集委員消水建制附

6 月20日 於 協 会 サ ロ ン 受 講 者38名

|  9. 見 学
ム
一
品

東大阪市総合庁舎見学会

4 月 9 日 参加20名

茶室見学会 (第19回) 如庵と暫遊荘

5 月10日参1 J [ 133名

神戸赤十字 ( 新) 病院、兵庫県災害医療センタ一見学会

6 月 4 日 参 加122名

住友活機園: 伊庭貞骨j記念館見学会

6 月7 日 参1J1122名

旧村山龍平邸と香雪美術館見学会

11月11日 参加25名

茶室見学会 (第20回) 片桐石州 慈光院の茶室

12月13日 参 加M名

国立国際美術館見学会

2 月 3 日 参加48名

灘浜サイ エンススクエア見学会

3 月11日 参加120名

堺市立のびやか健康館見学会

3 月16日 参加123名

|  10. 情 報 ・ 研 修 会

講演会/ 大阪市中央公会堂一保存再生の語り尽くせ

ぬ深さ

講 師 締 本fill1台/ 坂倉建築研究所朝市役員

4 月 3 日 現地 参加]41名

話題建築を聞く( 第35回) 侮回 D T タワー

講師: 1"切|ぽj 行/ 竹中工務庖役員補佐

4 月22日 協会 サ ロ ン 参1][ 四人

これからの建築と社会⑤人と防災未来センター

講師兵庫県+ 昭和l設計十日本設計

5 月24日 現 地 参加25名

これからの建築と社会⑥ リフ ァイン建築へ

講師: 青木 茂

9 月17日 大 阪 市 中 央 公 会 堂 参 加l∞名

話題建築を聞く( 第36回) なんばパークス商業棟

講 師 大 井 昇二/ 大林組

10月23日 現 地 参加159名

11 . 建築工事実務講習会

大阪開催「施工計画」

11月21日 9 ∞- 17 ∞ 大阪府建築健保会館

講 師 仮 設 ・地下工事有光利治/ 鹿島建設関西支庖

上部工事・工程池田孝夫Ｏ大成建設関西支Ｉｾ

受講者26名

大阪開催「仮設見積、積算業務」

11月27日 9 ∞- 17 : ∞大阪府建築健保会自I: {

t昨師 仮 設 見 積 阪 弁 聡 / 大林組本庖

積ftI業 泌 高 熊 満 /竹中工務広大阪本庖

受高宇者12名

東海支部主催「施工計画、仮設見積、積算業務J

1 月29日 9 : ∞- 17 : ∞ 昭和ビル

講師: 施工計画森良次/ 消水建設名古屋支庖

仮設見積卿政広/ 大林組名古屋支応

ｦｪＧ ｬｾＺ 業務佐野洋治Ｏ竹中工務局名古屋支庖

受講者ち7名

「一一1 2 新 建 材 の 頁

建材委員会事業として、会誌「建築と社会J の紙面

を活用してリウッド( 再生木) 等新建築紫材の特性、

市場への展開等の紹介を行った。

|  13. コ ン ク ー ル

第49回工高生デザインコンクール

設計課題: 学校に主I ! つメテーィアセンタ一

応募学校数: 22校 応 募 作 品 数 : 85点

審査会: 10月18日表彰式・ 11月15日

審査委員長. 繍伸夫/ 東畑建築事務所

入選作・ 10点( うち最優秀 l 点、優秀 2点)

|  14 表 彰 状 授 与

全国の工業高等専門学校、高等学校、専修学校など

の建築科の優秀卒業生に対し、学校長の抗tll: ( i により、

本会会長の表彰状を授与 。15年度は 199校を対象に

201名を表彰した。

|  15. 後援・協賛等の承認

・ 「第101!i 1大阪ふれあうまちづくり: r t J に対する協賛

・fA/ E/ C SYSTEMS J AP州 捌3J 開催に対する協賛

・第23回大|波音1¥市景観建築11' ( 大阪まちなみ賞) に

対する協賛

・「国際デザイン交流会議2∞3J 開催に対する協賛

・「第四国|樹氏環境シンポジウムJ 開催に対する協賛

・第27回L人間一生活環境系シンポジウム開催に対する協賛

• fAsia Bui lders'  Week 2003J に対する協賛

・ジャノ Tンストーンフェア ・イ ンターナショナJ レ笈泊3

に対する協賛

・「エ コウイノレノ、ウス」コン セプトコ ンペティション

に対する後援

・「ザウアープルッフ氏講演会j に対する後援

. 日宝築 ・強制民2∞4J に対する協賛

・平成l昨 度 l 級・ 2府連築施工管副主体庁検定試験受

験準備務習会開催に{半う協賛

・シンポジウム 「ガラスの地球を救う」建築の取り組

みーその考え方と実施例に対する協賛

・阪急歴史街道フィールドセミナー「モダン建築再見

シリーズj 開催に対する後援

• f ATC関西学生卒業作品展vol. 9J 1m似に対する後援

• f トータルソリューション& 務熟空調フェア2∞4J

開催に対する協賛

16. 青 年 技 術 者 の 顕 彰

昭和 ＲＹ 年から本顕移を実施しており、首 ｾＵ Ｐ 回 は応募

者35名のうち 19名を顕彰した。

17. 読者と選ぶ「建築と社会」賞の顕彰

平成12年度から本顕彰を実施しているが、平成15年

度第4回は作品2点、論考2点の計 4点を顕彰した。

|  18. 図 書 の 閲 覧

本会所蔵の政重な図的および資料を的確な管浬に努

めながら会員等への公開聞覧に供した。

|  1 9 合 同 忘 年 懇 親 会 等

建築関係団体合同忘年懇親会

15年度は大l坂建築士事務J ifrtU会が当番会として下記

のとおり開催した。

12月12日 18  : ω - 19:  30 太閤園

建築関係団体合同新年交礼会

15年度は( 社) 大阪建築設備設計事務Tfr l1ih会が当番会

となり、下記のとおり開催した。

l 月5 日 14 :  30 - 15 :  30 " 7 イドーム大阪

|  20. 本会が入会している団体

大阪商工会議所

大阪rlH初 出再開発促嘘協議会

大阪市北区納税協会

大阪市防火管理協会

民間( 旧四会) 迷合協定工事請負契約約獄委員会

|  21. 役 員 を 送 って い る 団 体

大阪商工会議所 2号議日

大阪市街地再開発促進協議会 理事

日本建築総合試験所 理事

大阪建築防災センタ一 理事

大阪住宅センタ一 理事

国際デザイン交流協会 評議員

22. 建 築 ク ラ ブ

会員の有志で組織する「建築クラプ」は15年度は計

9回大|波全日空ホテルにおいて朝食会ならびに講演

会を開催した。また、 1月に



平 成 1 5年度決算報告書

収 支 計 算 書

平成15年 4 灯 l 日~平成16年 3 月31日

1. 収入の部

勘 ん且乙 事} 目 予 宮1 額 決 算 査H

1  会費収入 63，519，000 62，757，426 

個人正会員 20，952，000 21，388，990 

f I 国人正会 員 ( 地方) 1，575，000 1，382，850 

団体正会員 40，975，000 39，966，686 

準会員 17，000 18，900 

2  事業収入 51 ，630，000 37，793，671 

会 誌収入 40，000，000 27，945，797 

契約約款収入 2，600，000 2，765，020 

会只名簿収入 4，000，000 3，589，040 

出版委員会収入 1，000，000 1，048，836 

事業委員会収入 1，200，000 851，500 

教育委員会収入 2，000，000 921，743 

主ｾ材委員会収入 。 。

記念事業取崩収入 300，000 
。

受 託事業収入
。 。

事業雑収入 530，000 671，735 

3  寄付金収入
。

8，000，000 

4  雑収入 440，052 251 ，155 

5  雑収入 (退職引当法定取崩) 1，271，948 
。

6  前受金収入
。

26，784，880 

7  仮受金収入
。

707，433 

当期収入合計 (A ) 116，861 ，000 136，294，565 

前期繰越収支差額
。

- 1，186，771 

収入合計 ( B ) 116，861，000 135，107，794 

ll .  支出の部

制i 定 t>f  目 予 f，l: 額 決 Ｔｾ＠ 額

1  事業費 48，650，000 36，926，772 

会誌発行 'I'i 40，000，000 30，140，354 

契約約款'I'i 1，400，000 1，367，188 

会員名簿発行'I'i 3，000，000 2，517，937 

出版委只会事業費 300，000 160，572 

事業委員会事業費 1，200，000 920，232 

教育委員会事業費 2，000，000 1，425，693 

主ｾ材委員会事業費 。 。

記念事業費 300，000 19，300 

受託事業費
。 。

ヲ ｲｩ ｾ 住雑 ＧｩＡＨ 450，000 375，496 

2  管理費 80，209，000 86，312，163 

給与・手当 42，107，000 36，963，313 

退職金 16，337，000 28，700，822 

福利厚生野 4，733，000 4，281，358 

小 計 63，177，000 69，945，493 

支部助成'I'i 3，000，000 2，979，640 

会議1f. 840，000 911，580 

旅1!i 交通1!i 50，000 64，100 

通信運搬'i!l 600，000 538，330  

% 金'i!( 1，500，000 1，101，725 

消粍品質 1，500，000 1，557，841 

修 繕1f. 50，000 
。

印刷製本 'i!l 80，000 78，750 

光 熱1!i 320，000 302，725 

火災保険料 16，000 15，960 

租税公課 3，000，000 2，545，200 

消伝m 183，000  182，700 

建物管理1!( 4，093，000 4，092，792 

雑貨 1，800，000 1，995，327 

小 計 17，032，000 16，366，670 

3  予備費 150，000 
。

4  中期国債フ ァンド費用支出
。

38 

5  前払費用支出
。

580，209 

6  仮払金支出
。

516，757 

小 計 150，000 1，097，004 

当期支出合計 (C ) 129，009，000 124，335，939 

当期収支差額 (A - C ) - 12，148，000 11 ，958，626  

収支差額 (B- C) - 12，148，000 10，771 ，855 

次期繰越収支差額 (B- C) - 1 2，148，000  10，771 ，855 

(111{:立: pI) 

差 引過不足古賀

761 ，574 

ム 436，990 

192，150 

1，008，314 

ム 1，900 

13，836，329 

12，054，203 

ム 165，020 

410，960 

ム 48，836 

348，500 

1，078，257 

。

300，000 

。

ム 141，735 

ム 8，000，000

188，897 

1，271 ，948 

ム 26，784，880

ム 707，433 

6.  19，433，565 

1，186，771 

ム 18，246，794

差 引過不足音質 |

11 ，723，228 

9，859，646 

32，812 

482，063 

139，428 

279，768 

574，307 

。

280，700 

。

74，504 

ム 6.1 03. 163

5，143，687 

ム 12，363，822

451，642 

ム 6，768，493 

20. 360 

ム 71，580 

ム 14，100 

61，670 

398，275 

ム 57，841 

50，000 

1，250 

17，275 

40 

454，800 

300 

208 

ム 195，327 

665，330 

150，000 

ム 38 

ム 580，209 

ム 516，757 

ム 947，004 

4，673，061 

ム 24，106，626

ム 22，919，855

ム 22，919，855

正 昧 財 産 増 減 計 算 書

平成15年 4 月 l 日一平成16年 3 !'I 31H 

(111{立: P:f) 

科 lヨ 金 額

1. 増加の部

1. 資産増加客員

中期図的フ ァン ド増加傾 38 

前払費用地加額 580，209 

仮払金増加額 516，757 

当JV: 11収支差額 11，958，626 

小 ｾ Ｇ ｉ ・ 13，055，630 

2 . 負債減少額

退職給付引当金減少額 27，000，196 

小 百| 27，000，196 

合 計 40，055，826 

E  減少の部

1. 資産減少額

ソフトウエア減少額 66，255 

建物資産減少額

小 ;ll

2 . 負債増加額

前受金培i加傾

仮受金増IJf I傾

小 3'1

合 計

当期正昧財産増減額

前期繰越正味財産額

期末正昧財産合計額

3，822，400 

3，888，655 

26，784，880 

707，433 

27，492，313 

31 ，380，968 

8，674，858円

109，815，593円

118，490，451 円

3  



貸借対照表

平成16年 3 月31日現在

科 目

1. 資産の部

[流動資産]

現 金 - 預 金

未 収 入 金

前 払 資 J羽

仮 払 金

[固定資産]

有形固定資産

土 地

建 物

什 官t

無形固定資産

ソ フ ト ウ ェ ア

その他固定資産

記 念 事 業 積 立 預 金

中期国債ファンド

資 M 
i回入

剖

金 額 科 目

n.  負債の部

41 ，889，444 [流動負債]

34，008，224 未 払 金

6，427，345 前 受 金

813，453 仮 マぷt 金

640，422 [固定負債]

178，072，336 退 職 給 付 引 当 金

174，583，260 

59，800，000 {負債合計]

114，672，000 

1ll，260 

皿 正昧財産の部

226，371 

226，371 [i E 妹財産]

3，262，705  

2，821，953 

440，752 

219，961，780  負債及び正l床財産合計

財 産 目 録

平成16
i
l
o

3 月31日現在

(l il 位. 円)

(lil 位 円 )

金 額

82，152，361  

29，663，714 

51，131，914 

1，356，733 

19，318，968 

19，318，968 

101 ，471 ，329 

11 8，490，451  

219，961，780 

( 注) 減価償却累計額は77，449，300円

計算 書 類に対する注記

l. 重姿な会計方針

(1) 固定資産の減価償却方法について

- 有 形 固 定 資 産 定 額 法

・無形固定資産. 定額法

(2) 引当金の計上基準について

- 退職給付引 当金

期末 退職給与の要支給額を引当てている 。

(3) 資金の範囲について

- 資金の範囲には、現金、預金、未収入金及び未払金を含めている 。

(4)i 肖費税等の会計処理について

消費税等の会計処理は税込み方式によっている 。

2  次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである 。

科 目 前期末残品 当期末残高

現金預金 21，640，677 34，008，224  

未収入金 4，156，120 6，427，345 

合 計 25，796，797 40，435，569 

未 払 金 26，983，568 29，663，714 

メ日入
百十 26，983，568 29，663，714 

次期繰越収支差額 - 1，186，771 10，771，855 

4 借入限度額

4  

借入限度額は、 30，000，000円である 。

今期 は、借入限度額の範囲内の10，000，000円 (利息3.875%) の借入を実行した。

当該金利 236，746円は、雑貨の中に入れている 。

なお、借入金額10，000，000円は、今期末にすべて返済済みである 。

科 目 金 富鼠

1.  資産の部

1. 流動資産 41 ，889，444 

[現金 ・預金] 34，008，224 

現金手元有高 46，185 

中央三井信託銀行村正田支庖 92，485 

三井住友銀行大|坂中央支 J;5 7，214，616  

U FJ 銀行瓦111] 支庖 12，826，042 

りそな銀行北浜支庖 5，089，078  

郵便振替 00910- 9- 39975 7，704，811 

普通預金第 2 ピル内郵便局 1，007 

定額頭金第 2 ピル内郵便局 34，000 

定期預 金三井住友銀行大阪中央支庖 1，000，000 

[未収入金] 6，427，345 

会誌収入 3，352，500 

幸lfi 事業収入 500，000 

会員名簿収入 73，500 

個人正会員会1lJ. 収入 2，287，000 

地方会員会費収入 101，850  

団体正会員会 't'i 収入 112，495  

[前払費用] 813，453 

助成 't'i 813，453  

[仮払金] 640，422 

切手・はがき代 142，364 

朝食会外立替( 建築クラブ) 498，058 

2. 固定資産 178，072，336 

[有形固定資産] 174，583，260 

土 地 北 区 締 回 1- 1- 3 59，800，000 

建 物 大 阪 駅 前 第3 ピル 114，672，000 

什 協 の 棚一式 111，260  

[無形固定資産1 226，371  

ソフトウェア 226，371 

[ その他固定資産] 3，262，705 

記念事業積立預金 2，821，953 

三:!'I住友銀行大阪中央支庖 2，821，953 

国債ファンド U FJ つばさ証券 440，752 

資産合計 219，961，780 

E  負債の部

1. 流動負債 82，152，361 

[未払金] 29，663，714 

会誌発行1't 3，646，866 

会員名簿発行 'f'i 9，450 

退職金 25，384，599 

助成 政 95，099 

集金 'f'i 129，300 

平且税公認l ! 398，400 

[前受金] 51 ，131 ，914 

個人正会員会資収入 6，753，684 

団体正会員会費収入 37，779，280  

地方会員会1' i収入 491，400  

準会只会1 ' t l収入 8，400 

会話; 収入 99，150 

区分所有不動産売却l手付金 6，000，000 

[仮受金] 1，356，733 

3 月分給与源泉税預かり 45，570 

3 月分報酬源泉税預かり 187，813 

建築クラブ年会費外預かり 1，081，750 

言呉娠込頒かり分 41，600 

2. 固定負債 19，318，968 

退臓給付引 当金 19，318，968 

負債合計 101 ，471，329 

E  正味財産の部

正 l珠財産 118，490，451 

負{武及び正1床財産E合計 219，961，780 



平成 1 6年度

日 本 建 築 協 会 役 員 会 務 分 掌 (敬称略)

名 誉 会 長 佐 野

名 誉 会 長 市川

名 誉 顧問 薬 袋

会 長 佐 野

副 会 長 井 上

副 会 長 川 口

副 会 長 高木

副 会 長 中谷

副 会 長 中井

副 会 長 松 岡

正 一 Ｏｾ附安弁建築紋刑事務所

宏/ 側東自u建築事務所

公 明/ 側日建設計

吉彦Ｏ側安 ｾｈ ｩｬＡ築設訓事務所

笠/ 大阪大学名誉教授

)1頂弘/ 側竹中工務脂

嗣 郎 /(紛大林組

秀敏/ 大阪ガス(開

)l l i /(紛日建設詩!

?託生/ 側きんでん

理 事 (0 1'11は常任理事)

編:u:‘ 研修組当

企画財務担当

会勢 ' )1業証l当

総務事務局担

編:u:‘ 研修個当

会勢 ・事業相当

( 総務 ) 6名 :  古 林 敏 郎/ ( I. t l 広ぬ県建築士会

大林 剛 郎/ (附大林組1 鴻 池 一季 / (附鴻池組

栗 原 信 英 / 栗 原 工 業(閥 ;  菅 谷 節 / ダイダン側

O 鈴 木 映男/ 側) 日本建築総合試験所; 銭 高 善雄/ ( 附銭高組

立 野 純三/ (鞠ユニオン l  浜辺 鶴 志/ 戸田建設側

伴 昭秀/ 側西原術生工業所 :  藤 井 賞/ エスケー化削鈎

松村 雄 吾/ ( 附総村総 ;  松 本 壮一郎 / 愛知工業大学

(財 務) 4名 )  前川 興/ ( 紛大阪建設業協会

奥 村 太加! J l ! / 胸奥村組 :  輿謝 野 久/ 側目建設計

木 村 之彦/ 木村工業側 :  ( 事業 ) 7名

相 馬 一男 / 住 友 屯 酬 !  北山 啓三 / 大阪市住宅局

松 丸 哲 也/ t 1 闘雄投側 l  川 本 得信/ 都市再生機桝

( 編集 ・ 出 版) 9名 :  城口 俊雄/ 側大阪城口研究所

O上 原 正行/ 神戸大学 : 0瀬 戸川 篠/ 1畑 住宅品質保証側

附回 準之Ｏ Ｈ 附 ｊｒ 畑正 ｾ 築事務所 l  任 回 勉 / 凶松建設( 槻

久 我 三郎/ 久我産業側 l  中川| 正美/ 附フジタ

佐藤友美子/ サントリー側不易断6J f 究所| 渡辺 勝 紀 / (肉熊谷組

O設 楽 貞樹/ 側安井建築設計事務所 : (研 修) 7名

竹中 統一 / 側竹中工務広 l  岩橋 貞雄 / 八千代ru設工業紛

立 成 良三 / 側伏阪府住宅センター :0片 倉 健 雄/ 元近畿大学

広 原 盛 明 / 元・京都府立大学 l  阪倉 嘉一 / 大阪府建築都市部

脇 田 修二 / 1蕗'!ll iJ 建設側 l  寺 下 均/ 大成建設側

(会勢) 12名 l  永原義夫Ｏ王ｾ工諜 Ｈ 附

浅 沼 誠 失 / (掬浅沼組 ;  千種 幹 雄 / (附昭和設昔|

古 j京 直人/ 毎日工業側 l  和 田 克朗 / 側) 日本建築センター

小 稲 鴻三 / 消水建設(紛

常 務 理事 |杉 山 純

( 閤) I本郷 聡/ 側松村 組 l 前 田 隆司 / 州国商会

平成 1 6年度

日 本 建 築 協 会 評 議 員 (敬称略)

議 長 三木 敏男 / (悶サングロープ

副 議 長 得 田 芳 宏 / (紛怯村剥I

本 部 所 属 評議 員

(技術部門)

三木 敏男 / ( 附サングロープ

村 上 幸三郎/ 村上デザイン事務所

山形 政 昭/ 大阪芸術大学

( 総合 部 門)

木 村 修 治/ ( 附奥村組

小 西 和一/ (附銭高組

後 藤 正 孝 / 三井住友建設(附

笹 本 孝 史 / (附鴻i由組大阪本応

高木敏文Ｏ鉄ｾ建設側

得 田 芳 宏 / (附松村組

中程E 義 征 / (附浅沼組

野 村 俊 明 / 安 藤 建 設 側

宗 国 査二 / (附守中工務庖

春 木 雄一 / 側三晃空制大阪本庖

東 本 界一/ (櫛初日工来社大阪支社

(建 材 部 門)

月 城 則 男/ 新東洋合成( 掬

深 江 隆 司 / ア ス ワ ン(働

古 元 !!t- 美/ 側シプタニ

山中 盤 茂 / 側山中製作所

|  支 部 所 属 評議員 |  

(京都支部)

上 林 研 二/ 側地域生活空間研究所

長 瀬 博 一/ 長瀬建築研究所

森 島 照 雄/ 森ぬ建築設計事務所

山田 昌 次 / 花盟造問(悌

( 中国 支 部)

井 上 弘美/ アオケン(附

森井 繁 夫 / (附大林組

山本 清彦/ 戸田建設(陶

国 沢 幹男/ 日本住宅パネル工業協同組合

嶋 津 孝 之/ 広島大学

和 田 哲郎/ 飛白建設側

今西 邦 夫 / 側今酋組

中道 正仲/ 胸中道組

原 良一 / コーナン建設(附

森 本 H吉 夫 / 三和建設側

( 電気部門)

浅 海 伸之/ 浅海電気附

足高 H吉夫/ 開きんでん

大 久 保 喬 / 近 畿 工 業 側

諸 納 秀一/ 三宝電機(駒

( 管工部門)

田中 達夫/ 側料研

永 島 浩司/ 須賀工業(掬大阪支社

平成 16年度

村重 保 則/ 現代建築設計事務所側

(東 海 支 部)

小宮 三辰 / 三辰設計事務所

後 藤 利 秋/ 倒和光建築計画研究所

鈴 木 炭智/ 側伊藤建築設計事務所

寺 本 英一 / 官iIT.R.A

中村 哲士/ 元ー安井建築設刑事務所

林 金之/ 愛知工業大学

森 田 富 士 男 / 倒シード

芳 山 明 久/ 元ー鮒 1 N  A  X  

(和 歌山支 部)

岩脇 伸 行/ 環境建築計画

北山 泰秀/ 側北山組

日 本 建 築 協 会 支 部 長 (敬称略)

京 都 当月 秀祐 / モチケン ・コーポレーション

中 国 古 林 敏 郎 / 広 ぬ 工 業 大学講師( 非常勤)

東 海 松 本 壮一 郎/ 愛知工業大学

和 歌山 東野信義/ 東野建築絞首| 事務所
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平 成 1 6年 度

日本建築協会委員

. 編集委員会 問 ノ知i好幸 / 竹中工務庖

会誌 ｲｾ 築と 社 会」の企 画・編集 谷 野 太志/ 新姿冷熱工業

。 i没楽 ｪ 美樹Ｏ安 ｾ ｉ 弘 ｉｉ 築設計事務所 桝 井 :e.tIJ. V 総合技術コンサルタント

- 特 集 小 委 員 会 Ｊ ｾ￬ｦ ｬ￬＠ 磁Ｏ苦 Ｈｾ ｉ Ｇｭ 高波日 ド Ｑ Ｑ 務 所

計 画 分 科 会 村 上幸 三郎 / 村上デザイン事務所

(針函系) 施 工 材 料 分 科 会

飯 田 匡/ 大阪大学大学院 柏 田 実 / m水lli 設

伊 縫 慾幸/ 日雄投計 竹 中 秀文/ 大林組

鈴 木 克 彦/ 京 ffli 工芸繊維大学大学院 太 刀川 丈悶 / 竹中工務脂

問中 直 人/ 担州大学 / 大成建設

ｉￇｾ 総 和H:l1/ 大阪市計画/ . I1J 世悶 平 間 茂 良 / 大利ハウ ス工業

辻 武 之/ 阪必不動産 平 野 剛 / 1息ぬill :ll!

ム紅 谷 昇 平/ U町総合研究所 ム 告!壬| 正 友/ 日本挫築総合試験所

松 田 奈 緒 子/ 京術工芸繊維大学大学院院生 法 令 分 科 会

三 宅 次mlV 阪神沼気鉄近 坂 中 信 |箆/ 大阪市住宅局

霊主 康民ri / 竹中工務庖 鶴 間 平j] 幸/ 大阪府主II 築姉市郎

吉 村 英祐/ 大阪大学大学院 野 村 彰/ 京都府土木良II 察部

(建築計画系) 溝 上 省二 / 京都市都市計画1;0

荒木宏之Ｏ大成弘ｾ設 ム 山口 一 郎 / 兵庫県県土盤惜却まちづくり向

江日11 敏史 Ｏ日正 ｾ 説 ｩｬ ｴ 山［ｪ￮ ｾ 正利 / 神戸市郷市日|筒総日

奥 村 月H孝 / 鴻池組 . 作 品 作 風 小 委 員 会

菅 野 忠 司 /1.丸山雄投 赤 木 隆 / 日建設百|

木 多 彩子/ 以南大学 石塚なぎさ/ 大阪府建築伺1，Ii :1ll

楠 敦士 Ｏ安 ｾｭ 築般 ｾ ｴ Ｇ ｬ ， 務所 居 l村 立夫/ 徳岡品克也築設計事務所

小 林 催予 / UR 設計 チl'上 Jft j祐 / 大林組

￩Ｎ ｾ 安井 則 雄/ 大林剥1 池上 明 / エー7 イアーキテクト 1 タジオ

笹 村 欽 也/ 束蝿11建築事務所 川 上 比奈 子 / 夙川学院短期大学

¥'rii 日正夫/ 大佐設計 倉淵l奈千 子 / ITI'I' 啓文総合建築研究所

所 千 夏 津 田 純一/ 兵庫県県土盤輔掴まちづくり局

野 田 隆史/ 竹中工務自 寺 岡 宏 治 / 安井建築設計事務所

(インテリア・住宅系)
明日野 浮盲] / 竹中工務自

阿 部 泰 造 / I:!I llilri 生機構 0 ':1功、I 文紀/ 京到11弘II 策事務所

加藤 力 / 宝尿造形芸術大学 林 孝司/ 消水建設

保物l 苑/ 竹中工務脂 l河川 治 彦 / 前川治彦建築研究所

高 野 直 樹/ 安j m築設刑事務所 m田 敬 彦/ 噌凹敬彦一級述築上'1' 務所

ム回':J:' 1i占介/ 積水ノ、ウス 山間 俊 紀/ 昭和i制 |

戸井 賢一郎 / 目立II スペースデザイン - 広 告 企 画 小 委 員 会

西 聞 利 子/ 大林組l 荒 木 俊19l / 測地組

ぺリ一 史子/ 大阪産業大学 石 塚 俊 明 / 松 村 組

本 山 仁/ 股下l U 工 大 竹 賢 次 / 大 成 建 設

構 造 分 科 会 斉 藤 治 久/ 昭和設計

稲 田 屯 也/ デザイン・榊遺研究所 竹 内 l辿介/ 竹中工務脂

大 氏 正 嗣/ デザイン 椛治研究所 前 聞 f桁/ 日越投31

大{主 ;fj]正/ 大林尉l 品百聞 梢|生/ 大林組

木 下 |後嗣/ 東州lill 築事務所 0 波 治 治 文 / 安1 m築紋刑事務所

白 髪 誠一 / 北線ill 築駒治研究所

問視11 J務道/ 竹中工務庖 園事業委員会

;ikl京 吉浩/ 湖池制l 見学 ｩ 溝 ￰ｾ . 説191. ，.昆示 懇組会 ー若い会

日fEi皮 rt.i / 神戸大学

ＧＱ のｾいなどの企画およびＱ＾施

ムH目白 好 治/ Z E N建築防造事務所 。 瀬 戸川 孫 / 凶西住宅品質保証

向 井 洋一/ 大阪大学大学院 ｏ ｊｊ￭￭ｲｾ＠ 昌志/ 元安井建築設計事務所

安旺l 拓矢/ 1 i J t - i l l 築設計事務所 0 雨 次郎/ 元浅沼紛

山本 他二 / 目立s投目| 0 米:.11' ｊｾＯ 東畑主 ｉｉ 築事務所

設 備 分 科 会
- 情 報 見 学小 委 員 会

ム侃 :H・ 宏修/ 近畿大学 ｏ Ｂ ｩｾ 淵 ｩ 問11士 / i i林 挫設

i河 井 康 人 / 1瑚凶大学 ム 赤 松 千州 / 竹中工務脂

河 年11 隆 之 / infi l!隆之事務所 ム伊 藤 |事/ 元紙村組l

近 /1;出 国夫/ きんでん ム大王手多孝哉/ 大林組

近 藤 正一/ 大阪lli H: 宅局 ム小 林 一成 / 泌池蕗l

多 賀 浩 三Ｏ大阪 市主ｾ 築技術 協 会 ム 坂 田 雄二 / 竹中工務脂
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平 成 16年 4 月28 日 開 催 の 常 任 理 事会 に お い て 、 下 記 の と お り 各 委 員 会

委 員 を 委 嘱 い た し ま し た 。

( 敬林略 O向1委貝: 長 O印刷委ー日長 A 印幹事 会顧問 戦場名は略林を問い ました)

ム 中 西 稔/ ジェイ 7 ール西日本コンサルタンツ 凹持: 富造/ 松村組

ム 福 家 敬 / 元大阪府 水野政 夫 Ｏￌｉ Ｇ ｉ 水ｾ設

ム松 浦 範 明/ 大林組 八 木 間 嗣/ 竹中工務脂

ム 森田 芳次/ 安井lli 築殴計事務所 山 内 問 記/ 浅沼組

岡 本 隆 / 日建設計 - 工高 生 教 育小 委 員 会

川東 隆/ 日建設計 0 和 田 康 由/ 大阪市立部品第二工車日校

佐 々 木 栄/ 昭和設計 ム桜j;総 消 志/ 大阪人IUI 科学大学

雑貨 俊 至 / きんでん 大西 正 宜/ 大阪府立西野III 工業同校

回曲者 本fi 生/ 大阪TJ 山知)gJ 大学 岡本 1m好 / 大阪市立部品工業Z.5校

JJ .li 伸夫/ 束畑建築事務所 小 池 啓夫/ 日辿設計

稲 山 隆 / 鹿島建設 小 山 将 史 / ｾＡｲ ｬ￭ 立工業高校

杢 谷 通夫/ 大成述設 事l'野 茂 Ｏ母 ｾ ｩ ｬ ￎ 立工業同校

- 若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会 武 問 雄二 / 愛知産業大学

0 杉 本 兵一/ 大阪芸術大学 仕'， Mf 隆/ 大阪市立工芸員百校

ム 石 井 太 志/ 11開! 被日| 永島 敏民11 / 安チ1辿築設計事務所

ム 阪田 弘一 / 京都工芸繊維大学 山岡 fi(V  ｾＯ市立工業高校

ム 吉 武 宗 平 / へ γ ズ 吉井 和 男 /J l [ 知l建築事務所

Ｇ￭ ｾｩ 田有 里子Ｏぬ隆 男建 築研究所

有 田 吉弘/ 阪急不動産
. 建材委員会

河 合 哲夫/ 竹中工務自

建材コンサルタント ー新建材の紹介

小 林 広 英/ 京 都大学 。鈴 木 l吹男/ 日本弘II 築総合試験所

佐 々 木 附 子/ 大阪市住宅局 岡平 博明 / 奥村組

杉 山 美納 / 京両11建築事務所
づi 孟，t  知 ｉ ｾ Ｏ ｉ 血 ｢ｾ 述 設

田知l 蛮l列/ 板倉lli 築研究所 川上 宏伸 / 大林組

百包野 荻 利 Ｏ大阪 市教育 委 ，ｾ 会 河 津 百u大 / EI本建築総合試験所

樋 上 新 治/ 都市プランナーズオ 7 ィス l坂本 重信/ 大成辿波

松 限 主主/ 竹中工務自 徳 山 正 司/ 銭高組

廻 はるよ / 廻はるよ鐙聾+ デザイン事商所 frl' 西 孝子 郎 / 日強設計

山 限 直 人/ kt一級建策上事務所 西 出 浩/ 大越設計

山凹 和 弘/ N.Y 総合事務所 松 本 主主Ｏ東知弘 ｾ 築事務所

古川 JftV アトリエ j lGSAW 三井 実/ 大阪府lli 築I:!IT!i荷i

森川 務 / 竹中工務応

- 出版委員会 安野 19l 男 / 締市再生機椛

生II 築にI則する図3 の 企 画 編w‘ 刊行、なら 利 回 克 l羽/ 日本主II 築センター

びにi J g J : E の企岡実施

。上 原 ー正 行/ 山E築工房 - 企画委員会

荒川 治 徳/ 刻11建築技術コンサルタント
協 会の今後の運営を検討、得ｾ

ヂl'上ま るみ/ 住まいの研究室 。片 倉 健 雄/ 元近畿大学

柏 村 JIl!人/ 大阪府立今宮工業高校 鈴 木 l吹男/ F 1 本建築総合試験所

川戸 敏雄 / 近畿大学 待問芳宏 Ｏｾｬｬ 村組

戸TED 康夫/ 竹中工務自 松 村 腿三/ 首li 辺設計

事l' 田 暢 子/ 神田建築工rn 三木 敏男/ サングロープ

問中 正 吉 ｝Ｏ鹿島主ｾ 役 利 回 克 l羽/ 日本lli 築センター

谷川 康 信/ 大阪工業技術WI"] 学校

0 中川 徹 / i i・1水弘II 紋

主住松 秀 吾 / 三協7 ) レミニウム工業

女 山田 f彦: / 修述祭事務所

- 教育委員会

ｾ築教育についての澗査ー研究、議 ｾｬ 会の

企lil 月 Wh極主らびに工高生デザインコンヲ

ーんなどの企画および笑純

。 片 倉 1述調v 元近畿大学

- 講 習 会小 委 員 会

Qj ! 岩井 孝袋/ 大林組

有 光 利 治 / 鹿島建設

梶 川 賢一 / 大成建設

佐: u 久/ 神戸大学大学院

白 塚 芳 郎 / 鴻 池 組

田中克治郎/ 銭高綱



社団法人日本建築協会

若き創造者たちへ

「建築と社会j 平成 1 6年 1 2月号

「第51 回青年技術者特集号」へのおさそい

日本建築協会誌日主築と社会J は毎年 「青年技術渚特集号」

を企画し 、すて・lこ50固にわたって若き優秀なプランナー 、

アーキテク ト、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も 、青年技術者選考委員会を設けて 、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し、設計だけに隈らず、計画、構造、設備、施工および

その他広く 、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者

を募って 、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

どを、 「建築と社会」に掲載し、顕彰することにしており

ます。

51回の企画にあたり 、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1  . 応 志での

F  

!覚、 n  コー7 ' 1 ' ネート等々 そのィゅの分間しあ

て、なしとけ人 Ｙ＼ｾｫｌ ｴＮ‘ ｪ Ｎｾ［ＺｌＮＭＢ＠ ) し，( i ぃ寸ん寄っ[ t  

下， ， U. 'p.庁'喜uY; r 払壱本手: ; 」員l T ま"' ( t.ii ttJ ;tる

4. L 山九九九資料は r ｦｾＺｲ ｬＺ平安司有 ｐ 選考長引会 ｬ しかけで

考q弓

I伶¥!I8I[JI

るとともl

三J  ' ご円いと選考〆 y ，t，+，のL

'ijZ味1310手1?J +-5 に'，[，.:.B

4 れ lfcf え守する

* 第48固か5 、すいせん者による Iすいせんのこと IcJ' J を省いています。応募提出規定

に沿って‘ 応募資料をと提出下さい。

6. 提出資料

圃すいせん用紙

・略歴

ＴｳＭ人の氏名、生乍月目、五 ｾｴＺ Ｇｓｚ 学歴、芸歴、ｾ自粍管など

. 選考資料

資料; よ、 4 本含め CA3!吋，f.l紙5枚以内にまとめる。

t!'"十刀1九台 鮮8):_な九日， ｾ記仁図およりＭｲ造事凶

ｾｊ 、撮要設［尋口その他主計内吟令』明すとに十 ｈＮ

ら百料

P  計百杭造、己主句、時 ｬｇｾＧＨｊ 合キ ぷ UBI 

しh

Jl J  . ! Xーケ F刊し‘ τ ずしをえら l ， 大ι l ノゐ芸者・本人σ〉執

，，:.( .1寝る

このコンセプトは、応募者の考え方を知る上で大変重要と

考えているので、十分配慮されたし、。

防官

8. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

干540-6591 大阪市中央区大手前1-ワー31

大阪マーチャンダイス.マ 卜ピj レワ階

電話 06- 6946- 6981 FAX.  06- 6946- 6984 

9. 青年技術者選考委員会 (平成16年度) ー予定一

委 員 長 設楽 貞 樹/ 安井建築諒十事務所取締役大阪事務所副所長

委 員 末 包 伸 吾/ 神戸大学助教授

貴志 雅 樹/ 貴志号制環境企画室

(設計計画部門未1 E l

(鵠十計画郎門未定)

多田 元 英/ 大阪大学大学院助教授

(構造部門未定)

三浦 満 雄/ 日建設計設宵設計主管

(設備部門未定)

(施工部門朱定)

情 工 部 門 未 定)

7  



「建築と社会」誌

大正6年3月に誕生した日本建築協会 本建築協会雑誌j 、さら に1年後には おりで、パックナンノTー購入希望は、

(当時 ・関西建築協会) の、 機関誌 「建築と社会」と改題し、今 日に至 日本建築協会事務局 (T EL06- 6946-

は大正6年9月に「関西建築協会誌」 ってい る。 6981、F A X 06- 6946- 6984) まで。

と題して創刊された。大正8年に「日 取り上げてきた糊島テーマは下記のと 販売佃l絡は1200円( 送料消費税合)。

特集一覧・1982- 2∞3

2

3

 

号

8

6

9

d

 

.
，

v

 

1983 

vol. 64 

1984 

vol. 65 

1985 

vol. 66 

1986 

vol. 67 

1987 

vol. 68 

1988 

vol. 69 

1989 

vol. 70 

1990 

vol. 71  

1991 

vol.72  

1992 

vol.73  

1993 

vol .7 4  

1994 

vol .75  

1995 

vol .76  

1996 

vol.77  

1997 

vol .78  

1998 

vol .79  

1999 

vol. 80 

2000 

vol. 81  

2001 

vol. 82 

2002 

vol. 83 

2003 

vol. 84 

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 "  12 

- 医 療 施 設 - ・ 都市景観ー ・ 怯本にみるすま ・ 揮29回

・ rrr た立商業 ・ 省エネルギー 地域医療と ・ 近畿の地盤 まちなみ葉観 ・ 大阪市庁舎 ・ ホール建築 ・ 大スパン ・ 昭和設計 いとまちづ〈り 青年投術者 ・ 風 土 空 気

空間| の展開$ と1m口 部 * 設備計商事 と地質 * への誘いｾＭ - (第I開1) * と背 * 構造 場 作品集* ・ ォーヱムホテル ・ 地方の庁舎 と人1/日 *

日航ピル 建 築 *

・ 関西の ・ マイコンの ・ 計画にお11. . 大阪駅と ・ 東海の将来 ・ オフィス ・ プレストレスト ・ 軍30断射繍古

建築文化 を 建築への ・ 多様化す る ・ ill 築と コミュニトシヨ ターミナル ・ 維持管理と と文化 を インテリ 7 tJ<i官コンタリ ・ 大阪城国明文化 ・ 集合住宅と

考える 利用 巡動施政 * 品質管血 ?と7レゼンテー ピJ レ 般 的克新 考える の変革 ート構造 スポ四ツトt 生活苛

ソョ，

・ 2附記への岡両一 ・ 関西の ・ ピj レの ・ まちの活性化 ・ みどりと 〈 ・ 事311l ¥1特例 ・ 光応J l l

魅力ある 紹高層ビJ レ リ7 レツソュー ・ 建 設im業と ・ 住環境と と商業空間1 ・ 消防技術の それをとりまく ・ 商船化社冨 ・ 床の榊工法 ・ ディテール y ステムと

まちづ〈りを闘う *  内丹装補陣a描 ロホ' ツト閲覧・ 法制lit ・ 京都駅前日 ポイント 人々 瀬 と生活空間 の思想 主II 築

町理詰 t U- * 再開発ピル$

・ 自111陣式へのE ・ 情報化を ・ ホー J レー ・ 建物の表情- ・ 建築と水の ・ 接合一人f*と ・ 村野勝吾の

・ 大阪i怖 か ・ 東海の現在 一般家安} 拭雄 めぐる述聾・ それが生み 最近の ・ 大阪国際 diHU  ・ /:!ITIi と健康 述聾にみる一 一断f; i ; ・ 百¥3  2 回

と近未来 ・ 燃の基礎を 都市l!}:W だす文化ー 外壁材料 見本市新会場 ・22給 対 ー ッ . 間 制 作l l h ・1!惣r f ifFtk術者

- これからの ・ 屈服ーその ・ 現ft デザインー ・ インテワテェ ・ 建築防災 ・ 聞尭ーその創造

住空間一部市型 デザインと f i f ニズム ントピルの ・ 自治体蛍織 と法 ・ 2 1世紀の 的仕掛けの躍を ・ CAD- ・ オフィス空1m ・ 第 33 回 ・ インテリア

齢 住 宅 山 紫材 ・ 品24らの ま2設備 と 公 共 雌 ・TE?ZF 悦 と 設 備 . i?二l 刊酬と展開 の 糊 青年技術者 2227f 

. lti 蔵・保管 ・ 控物と町並みの

・ 入浴物毘i ・ 腐食 ・ 創立7 0周年 ・ liaiJIlJする 胞 紋 』 ・ 室内のf: t上床 ・ 駅 ・ 行政述築家 ・ シティホテル ・ 3L啄の 控点 ・ f:il 34厄|

記念号 東海へ ・ 大阪府立 の可能性 の設備 街づくり キ ・ l昭和波別 行年技術者

体育会館 作品集

・ 軟弱地総 ・ 般備における ・ 中園地方の展望 ・ 集合住宅の ・ 第 35回

・ ホテル物ｾ と基礎 L C Cと ・ 建物の外装 ・ 都心居住 とひろしまの ・ 2 1  世紀への . 制仮 本 ・ 超高初住宅 ＱＩＷ レツｾ Ｊ -f- f年技術者 ・ ;潰t' l テレビ

回 ・ 文化と伝証二車 . お み も る品 リ7 レッシユ* まち叫 j照明 傘 を考える ・ 大阪府営普 ・ 800号記幻

海からの椋n 作品集

・ リゾート! f l 情 ・ 色の1 M特i ・ i ' i 力化の ・ 榊置の省力化 ・ 師市環境創造

・ 拶をのせる ・ 竹中工務応 ・ 東海の新i I ! 築 ための材料 ・ まちづくり ・ 陣覧会と ・ 都市環境創造 ・ 建築と 7- ト ・ 鹿島盟置大臣支底 と般備H ・ 第 36 回 ・ o近の博覧会

輸送波 !i" 創立90周年記企 と伝統技術事 ・工 法 と法 まちづくり と彼自il l 服 部f部作品集 ・ ユーザー書JJI W年技師f者 パピ リオン

のハウジング

・ * 海の都市 ・ プレハブ ・ 櫨聾車のための ・ 高強度化 ・ やわらかな ・ 師市のナイス ・ 第 37 回 ・ 高祖盛一建物の

・ 商品化住宅 ・ ニr タウン 州 ・ スケール感 悦 技 術 の ・ 国際花と 糊?74ス 酬の多様化 住 宅 問 プレイス l'f i 1被 附 蘭 舶 の 時ft

のデザイン. ) レヰサンス ・ 佐賀市文化会め 現在と未来 緑の博覧会 ピルによる をめざして一事 ユーザーの ・ 兵 ｊｩ ｬ Ｈｾ み滋綿 ・ 相敢山県の を迎えての

トススタデ{ - 役割 の歩み 展望と量目$ 外装材

・ 新しい柿市 ・ オフ 1ス ・ * 潟支部 ・ 今、京都 ・ 建築と土木 ・ 盟基をめ ぐるトラ ・ 空間同 Ｗ イデン ・ 自前 ｉｾ 住宅 ・ 建築と土木 ・ スリムでタフな

空 |; 竺 く り ・ 安 臣 告 22川 i1' ・3ff??5 ・務 総i :関 脇 ・ 一般 恥 . jS221 . ;;:; 写 叫 .13YJ2 北 京 町 ・ 孫 子 ; ぃ

. 越自距の風景 トススタディー 局営繕部 - nップ作鞍 ・ 大建設計40周年 1  00年記念 ・ 軍38断刺繍1 i c  ｾポ γ ウム

・ 夢物語 ・ こだわりの ・ 弘II 築と ・ 控聾車のための ・ 苗制り. 住まい ・ 木構造を使っ ・4費者一 ・ 中園地 方の ・自由で匝置の ・ いま建築教育

人がかわる. インテリア デザイン 罰踊蜘知講余一蛤 . 1地由球環境 骨創制|同り一4也位宅師 てみませんか 控聾分野 ヘの 町並みと鐙雌聾 . H別tれ5げfη?おE に何附由が州3陣附i帰待 . 京の例カか、た討
ち

まち州品が似 ｜ｾ治附る←一 . E艶空?翌想空守 一車梅支揮一傘 高層l住E宅の誼髄 H時寺代の也築 市盤踊昔回醐聞西 一鼎蝋成tl にこ 限り州立抗き可能性 家の「語り. 事、 メ川山イ村y ス川トい川'リい}

築舶l日5昨司年1の! l ; li- システム一 支社 l川0周年一 よる榊氾寸 作，ljId 傘 を揺る

. 車四回青年' tl 情書 ・ 現境- ・ 映 画の中の ・ 述築の再生 ・ 国際的パート ・ 飢咽青年4崎古

. 東側盟事事暗所 ・ 大阪府営繕 ・ J I! 海の: ) l 術館 ・ 市民劇場の 限りある自然 ・ 都市の インテリア 一階遣技術の ナー γ ップの ・ 有IT祉の ・ i都市型住宅 ・ 思境一人に

U'I 主回周年 Ii' I物 館 郷台設備 とill 築との スカイライン ・ 1I いはん立プラ 役;'11一 可能性 まちづくり 再考 やさしい空間制

記釧 品m 州‘ わり ザ住友トル ・ 大阪市色縦 遣をめざして

・ コピー文化の . 九州のイン ス ・ 伊勢 。事1'1主 ・ 建築のエネ ・ l何日に l古川、 ・ 住空Hl Iにお ・ まちなかの ・ 水 と 建 築 ・ 埋聾且踊のCG ・ 構造華ー ・ f:i¥4  1回

新時代 タレーション 式年i豊富と ノレギーシス ってー会民 ・ いま、医総 ける居ど乙 沼板 ・ 日 本 建 築 シミュレーγ ョY 建築の '1' の美 子f年技術者

・??級担 と貌 -桝神|ド削1

. 光がつ〈る . 飛蜘， ｾ美 ｅ 活波ｾ .  トイレカか‘ ら Ｎ 私の 宝空 ｾｉ 間削 . 新しい f都 Ｎ ｾ悠ｊＡ ｧ築匹榊疋逃 ｩ と . 百節¥421回副

風合の |立制l ・ 苛ー騒音カ‘ら ーまちの活性化 見た郁子1; ・ トイレ空間l ・ 按 合 ・ ユニバーサル 作 弘一 会只 TI i ・建築」 相会の般点 ・ ライ 7 ライ:ン -，Ii':i l:. 技術者

*  操音 Ｏｾｲｬ 音へ と地方文化事 文イヒ ・ コスモタワ ー デザインとは 刊九日 の干見点 * ・ E1 ill; 没百1'* と建築設晶・ . 滋賀県連盟課

- 阪神大l M災 ・ Jdii 哨住宅 ・ 述江その ・ 立 体駐 ｬ ｬｬｾ 品 ・ 見書 ｬ 非常時に ・ マルチ ・ I i ! 踊の太縦模 ・ 初空間作法'96

から学ぶ o!給公社縦 断 酬 と 設備 生きる法体系 ・ いま、 プール ・ 住まいの メディアが ・ キーコンげト スポーツ競技 ・ 九州の元気 ・ 軍13目 附 加

$  却周年記念 * 文化 *  ・ 大越設計 ・ OAPタワーズ がおもしろい 未来像 つくる 1ft 界 の新11寺札 施設の設備 ・ 0ι 〈うの1作品 ・ E植地盟官蹄部

- 建築のロ ン ・ E商支部会11作畠 ・ 創立80周1f.:E:i ・ 住む さｾｉ 目 ｬ の ・ 新エネルギー ・ 9 ロスワード ・ モザイタ部;Ii ・ 私の空間 ・ 茸¥44 1理l

グライフ化 ・ 鉄ものがたり ・ 錨草子風土 j  /盟事と且t社会 ・ 精版物の起草 復興ー法制Eの ・ 輩材の不思議 ・ 住宅 ，Iffi TI; !:I ir，OSAKA のfj むかたち 作法 、'151'技術者

をめざして ネ ｾｴｴ 川勝 -80Aqj ト l繍とそのfi 来 腕 制 闘 ヘー ・ 大阪ドーム 技術公開改 *  . 11洲 町| →只作品一 ・ J;um駅 ピJレ

・ 住都畳間関西支社 革への提言 40 周斗

・ 新しいまちづ〈 ・ Concrete ・ 東海支市i ・ 心と体を ・ 建築設備ー ・ 建築への柾 ・ ゆれをとめる ・ 私の空間作法 ・ 軍ＨＵ目青年 ｾｴ 約
りの予感 ・ 九州とわたし、 会只作品 ・ 苗並みの描出一 ・ 生活環境の ・ 地球環境 元気にする ピルメンテナン ロ， 98 ーたえる技術 ・ 2001年の医出 ・ 駅c Hに事ん正

・51iil 高所 そして鵬 ・ 知 世 と 雌 州 側 軒 安 全 安 心 保全と建築 インテリア スの酬もら 別 手 巴 に ; ぷわす 師 同西日本町12年

.  ' らしさ' ・ * 潟支部 ・ 聞西盟事ｾｾ の施 ・ 由正盟事基準法 ・ アーバンイン

のデザイン ・ 大阪T I i 都市 . ftJJ LS - m市の れと東側謙三の ・ 大阪城天守|閉 まちづくり ・ 払の目でみた テり一都市 ・ 木とともに ・ιの空間作法 ・ f:i¥4  6 回

・ 盟聾を綬どる 舵仰向 陣畳と地域文化 パブ リック 足掛をたどる 平成の大改修 すまいづくりへ 烈 境問題 空間としての j1'? 年妓術者

小前壬J 町仕国人 のjlj 槽聾 の服用ー インテリア

・ 創世紀のデザィ ・ ql 国支部ーしまS ・ J I ( 栂支部 ・ 圃る一割定方法 ・ 改正也! 築 ・ l∞年挫への ・ 米 l世紀 に ・ 4弘の空1111作法

-i12211; ; 誤江戸方 ・制 強1・2423?7 ;tfAtt ・?tt:;& 5ft ト . iAih 読む7 ・ 11事|削 . 蒜脱届 -fLP術者

一塑塑土一一一一- J E 2竺土一一一一一一一一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 」哩主一 一ι 三二一一一一一一一主盟盟主一一一一一

・ ェ ヌ テ ィ ・ 2J 世紀の主II ・ 東海支郎 ・ Ｑｔ 社会に ・ 自然紫材をめ ・ 成熟社会を ・ 現代の日本 ・ 峨ＭＭ［ｕ ｴ に向ｉｴ ・ 建築の力 ・ ｾￎ［ｊ ｾ ・ι の空間作法 ・ f:i¥4  8回

ティ7 7 シリ 築設;u教育 会t1作品 ー おけるきず ぐる fもの ささえる の さ ｾ Ｑ Ｑ｜ｉ 文 作で! OU: - fflI jli の 力 ・ 都市必総娘 一全員作品- -) 'f 年技術者
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首づ〈りを考えるー るまちなみー て~ 彬50
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今 月 の 表 紙

企 画/ 高野 直 樹

企 画 と 写真 /伊 藤 彰

表紙デザイン/ 恋回衣里
A r c h i t e c t u r e  a n d  S o c i e t y  

J OURNAL QF THE ARCHI TECTURAL ASSOCI ATI ON OF J APAN 

Product  Desi gn +  1  

~プロダクトのインテリアデザインへの展開~

特 集 .

- くっきりとした陰影と、 (11'

び や か な 直進 性の あ る 形 態。

普 段 な に げ な く 見 て い る 風 景

の 中 に あ る も の で す. 工 事 現

場 の ア サ ガ オ で す。長II 築 工 事

の世界とはおよそなじまない、

か わ い ら し いt呼び名がついて

い る 防 護 柵。 通行人へのやさ

しい配感と、その空へ向か つ

て 1) 日く形態が、ょ: ( J ; I の道 端に

色 と り ど り の 花 を さ か せ 、 心

をなごませてくれる朝顔の花

から由来したものでしょう 。

関 西 の 活 性 化 の た め に ア サ ガ

オをたくさん咲かせたいもの

で す。 ( 高野直樹)
14  プロダクトデザインの変 遷~デザインと空間 ~・池上俊郎[ 総論]

17  

液晶テレビAQUOSとインテリア ~心豊 かな暮らしへの

まなざし一・喜多俊之

インテリアとプロダクトデ、ザイン. 伊東史子

[ 各論 ]

20 

2 4  これからの冷蔵庫デザイン. 有村敬三

鉄道車両の空間テ寺ザイン・木村男

. 特集 予告

8 月号/ 銭湯~心地よさを求め

て ~

9 月号/ r建築家」 とは何か

~建築家の職能と価値

を考える~

10月号/ 巨大地震にそなえて
26 

d 与とヒ

コ"'"ヨ
総会議決お知らせ. 臨時理事会議決のお知らせ.事務所移転のお知らせ. 平

成 15年度事業報告書.平成 15年度決算報告書. 平 成16年度 日本建築協

会役員会務分掌. 日本建築協会評議員.日 本建築協会支部長. 日本建築協

会委員 .若き創造者たちへー 第51回青年技術者特集号へのおさそい

10  NS Dビj レ作品作風

12 

28 

ガラスの最前線ーサブス トラクチ ャーと してのガラスの

可能'性・高橋一教

構造の頁 29 

31  

32 

勲) ・朝野淳司空間の装飾 (谷川gall ery 

E畠「大阪 ・工事監理の星J 支援システム ・山本法令 コーナー

大阪芸術大学博物館所蔵品展. iチャイナ ・ドリームJ 展. “ 建築材料から「環

境 J を考える" 第24回大阪まちなみ 賞募集. 滋賀県立大学で教員公募.

ecobuild賞応募作品募集. i防犯建物部品の普及展J. ソールフォード市が

都市計画のアイデアを募集
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作 E 彊

置圃 属

言宣言十・ 監 理・

東 畑 建 築 事務 所

施 工・

竹 中 ・大 林建 築共 同 企業 体

N S Dビ、j レ

コンピューターのソフ ト開発および更新を主たる業務とするクライ

アン トの自社 ピル である 。

ノk年工11: : t ビルて、過ごしたクライアントは、いつか「我が家」 をと、

念願し、その姿に! 思いを! 膨らませてきた。畳は周りの建物を映 し、

夜は反' 伝し中が丸見えというガラス張りの建物はいけない。 l時を経

て、その地に溶け込む陰影のある外観。哀の日の深い緑陰を創り出

す街路樹。建物だけに止まらない都市のあるべき景観に配慮、したク

ライアントの言葉である 。

光 の|棺淵や陰影に気をJ i ' t い、求められる「我が家」を目指した。計

画ではコアを東側 に寄せ、基準1
1
皆で19mX 2 7mの無柱の執務空間 を

昨保し、床l次出空調、エアフローウインドウ( 酋而) を採用してい

る。 5 - 131惜の北面と酋商に、日射や対日前のピルの反射光、ガラス

への周辺の映 り込みを遮るバルコニーを設けた。 内部は執務室のほ

か事業所内保育所や24時間稼動 のデータセンタ一、ダイニングルー

ムなどで榊成されている 。 ( 中村 文 紀/ 束知l建築事務所)

所 在 地 一一一 大阪市中央区高麗橋3-3- 7

敷地面積 一一一 1，6 90.92 m

建築面積 一一一 8 78. 9 4 m 

延床面積 一一一 11 ，138.3 4m

4構造規模 一一一S R C、C F T、B1 F、14F、P1

工 期 一一一2002年 10月- 2004年 2 月

査 寄 駅 一一一 地下鉄御堂筋線 ・京阪電鉄「淀屋橋j 駅

織 影 一一一藤 義則/ 工スヱス大阪

左頁. 北西コーナ一部見上げ (石彫は、伊膝盤悦 「巣J )  

右 頁 1 階ロビー {薮原守衛「女J ) / 13陣コート/ 外 観
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空間の装飾

設計

谷川勲

敷地は、芦屋の閑静な住宅街にあり 、

六甲山脈、神戸港のパノラマの鳥敵が

望めます。平面計画は、眺望の一番よ

い 2階に生活スペースを配置し 、 「眺

望j を家族皆が日々の生活の中で自然

に満喫できるよう計画しました。西面

に大きな関口を開けるために、西日を

配慮して大屋被をかけています。大屋

根の深い出によ ってできる影が建物を

隠し 、街の景観に対しての建物の威圧

感を抑制しています。

エントランスには、曲面とフラット函

のフ ロストガラスを用いて 、空間の機

能を「玄関J r廊下J r階段」と独立

させながら 、ガラスの透明性 ・光の透

過性によって空間の一体感の創出も意

識しました。

和室の床板と仏壇入、押入の壁にはガ

ラスを用いています。茶室空間の中で

外部の光に反応し 、光沢を放っていた

「竹J のアイデンティティーを現代の

素材での表現を試みています。

谷 川 勲

1以9 大阪府生まれ

1973  日本大学理工学部卒業

1977 ドイツ ・ハノーファー工科大学留学

1979 Graaf &  Schw句研建築事務所

1980 出江寛建築事務所 (- ' 87)

1988 谷川勲建築研究所設立

企 画 編 集 紙 野 淳 司 (作品作風小委員会)



特集 Product Desi gn +  1  

~プロダクトのインテリアデザインへの展開~

(  I フ。ロタ。クトデザインの世界がどんどん面白くなってきています。

住宅の居間の中に、黒く目立つ大きなテレビをどこに配置したらい

いのだろう、とインテリアデザイナーが頭を悩ませた時代は過去の

ものとなりつつあります。近年のプロダクトの宣伝には「空間J と

いうことばが良く聞かれるようになりました。 プロダクトのデザイ

ンはその自己完結性から抜け出し、急速に外の空間ヘ発信するデザ

インに変貌してきたように思います。フロダクトデザイナーたちが、

その作品が使われるシーンや空間を、もっと明確に意識してデザイ

ンしているものが多く見られるようになりました。そしてそれは利

用者に対して、物自身のデザインのみならず、その物を取り巻く空

間までをもアピールするカを持つようになってきました。建築家や

インテリアデザイナーも、単に美しく自 己完結されたデザインの プ

ロダクトをチ ョイスして配置する、というのではなく、それらの新

しいプロダクトデザインが発信している、空間への「シグナ j レ」に

もっと耳を傾けるべきではないでしょうか。その中で、プロダクト

とそれを取り巻く建築空間の新しい関係性を見出す乙とができるの

ではないかと思います。

本特集ではそれらの新しいプロダクトデザインの流れを、建築空間

との関係性のなかで捉えてみたいと考えています。

企回・ インテリア・住宅分科会

[総論]

プロダクトデザインの変選~デザインと空間一/ 池上俊郎

インテリアとプロダクトデザイン/ 伊東史子

[各論]

液晶テレビAQUOSとインテリアー心盟かな暮らしへのまなざし- / 喜多俊之

これからの冷蔵庫デザイン/ 有村敬三

鉄道車両の空間デザイン/ 木村一見
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プロダクトデザインの変遷

~デザインと 空間 ~

池上俊郎

2つのプロダクトデザイン

一生活領域デザイン社会領域デザインー

テーマはプロダクトデザインである 。イメージされているものは、

止活領域デザインであり、同時に視覚デザインも含まれている 。あ

る意味で、プロダクトデザインを中心とする“ デザイン " と空|潤の

関係ととらえたほうがわかりやすいように思う 。建築には、住宅の

ような個人的生活領域と公共空1 ' ，¥¥1のように社会領域がある 。プロダ

ク トデザインにも生活領域と社会領j或がある 。

ここでは、双方の領域からプロダクトデザイン= デザインの可能

性を探りたい。世界は、多義的価値の同時存在である 。

3つのデザイン

デザインは、“ 構想 ・設計 ・美学" の 3側面を有している 。戦 11硲

やグランドデザインを担う桝想、技術iや使用素材を決定する設計、

合体を形態化し空間化し統合する美学。デザインにかかわる多くの

人たちはこれらのいずれかの立場から、“ デザイン" している 。

デザインは基本的には、 3領域から始まっている 。

1  . 出発点を 2次元領域平面に置くコミュニケーションデザイン

2. 同じ く3次元領域立体のプロダクトデザイン

3 .  4次元領域空間の環境デザイン= エンパイロメンタルデザイン

複雑に可変進行する社会では、領域は相互に重複し、多方向の|時

代の要訪を形態 ・空間として“ デザイン行為" に統合する 。

機能を有する立体

フ。ロダクトデザインとは、設置

場所の可変性を持つ立体であり、

機能を持つ商品で、ある 。私の記憶

するシーンにある機能を有する立

体イメ ージを述べる 。“ 構想一設

計一美学" “ 生活領域一社会領域"

“ 形態一 色彩 素材一生命一空間"

の関係をさぐる 。

ECO 0E5I C訓

LOC論U S M

LOYJ . TE田4

1. 2004年春アメリカ セント ラルパークの鳥

今年 4 月にNE WY O即Eを訪れた。都市のヒートアイランド克服に

おけるクールアイランドとしてのセントラルパークの調査を行った。

その折、池を訪れる鳥の姿を追っていて見たのが魚を捕らえる! 瞬間

であった。白い鳥が朱色の魚を捕らえた。その|瞬間、 2つの生命体

の関係は、色彩的対比を背景に、スカイスクレーパーに固まれた人

工的社会マンハッタンと数億年前の自然の姿を残すセントラルパー

クの光景のすべてを視覚化し物質化した。 クールアイランド形成の

14 建築と社会 ・2004. 7

えていくことである 。

出発点が食物連鎖に見られる多様な生物の仕

息環境形成、であるという基本点をも示した。

形態デザインとしてのプロダクトデザイン

の役割とは、最終的には機能を有しながら、

暗黙知として一 目瞭然その役割を“ 形態色

彩一素材一生 命 空 間 " の|英|係性において伝

2. イタリアンレ ッ ド・イタリアングリーン

イタリアの古い港11可ジェノパは、古典的

な建築に満たされている 。 イタリアンレッ

ドやグリーンの最新デザインの尊は石造り

の街区の印象に対して形態的現在性、素材、

性能により、現在という l時代性を街と生活

空間に与えている 。 ここでも色彩と素材の

対比効果は大きく、補色にあるレッドとグリーンが形態を浮き上が

らせ周辺の空間を党醒し鼓舞している 。色彩の異なる日本製の大型

バイクですら、マシーンの姿を浮かび上がらせ、現在と過去の伝統

対比を行っている 。新たな技術に基づく新たな存在形式の現実への

投入。

ヨーロッパの都市が過去からの伝統的形態言語を持続しながら社

会の進化をはたしている理由でもある 。

3. 1: 本の樹・スペインの街・アメリカ アスペン

ー 初めて 1973年秩にヨーロ ッパを

旅した。その折スペインの街を歩

いて、街中の住居訴にある中庭に

入り込んだ。床も壁も同質のテラ

コッタで構成された中庭に l 本の

樹があった。その後、中国の間合

院の 中庭でも目にした 。 l 本の樹

が空間を変化 させ、ヒューマンス

ケールを「確保し、求心性を与えて

いる 。アメリカ ・スキーリゾート

で名高いアスぺンで目にしたのは、街角の住宅の数倍も大きな樹で

あった。環境のスケールを ・ 一 I

体現する生命は、象徴性を

持ち地域空間の基盤として

の自然を表現していた。

4. ラッ ピングパス

ニューヨークで見たパス

は、車体がラッピングされ



メッセージを発していた 。

視党情報が大きな面積を占

める移動体は、広告を通じ

て都市を劇場化 している 。

5. 都市を内包する空間

シカゴの鉄道は高架を走

る。ガードレールのない路

線がダウンタウンから南に走る 。イリノイ工科大学 (IIT) のキャ

ンパスに差し掛かるとチューブ状の空間に入る 。 レムコールハース

によるマコーミックトリビューンキャンパスセンターの一部であ

る。建築は鉄道の高架を取り込み、 内部は平田空間を機能的に分節

し、断面的にも抑揚を持ち連続している 。扉のない空間は、かつて

ミースファンデルロ ーエが同じ IITのクラウンホールで試みた壁面

のない均質空間の拡大解釈であった 。掘り込まれた運河のようなイ

ンターネットスペース 。ため池のような食堂。ハニカムのプラスチ

ックで出来た白いテーブルは湾岸の埠頭のようである 。機能の多元

方程式としての現代的空間である 。定型' 性を失った現在の古11市空間

が内包さ れている 。古11市空間すら土地の呪斜! ? を JI見レ浮遊し、いわば

プロダクトデザイン化することを示している 。

6. デザイナーメイド説

フイリップスタルクは言う 。“ 私は、メイドである 。主人が帰る

と、スタルクのデザインしたものでいつもきれいな部屋を用意して

いる ¥ プロダクトデザイナーはプロダクトデザインを通じて物質

合間を変化 させ、精神世界の拡張を生み出す。メイドであり、手間

師でもある 。

焼酎の“ いいちと" は20年も前から 世界 1:ll の見知らぬ土地 に“ 下

町のナポレオン" と書かれた“ 瓶" を旅させ、異風景との遭遇によ

り文化 を形成してきた。多くの人が首都聞の山手線の駅で目にした。

宣伝というよりは、九、いちこ" あるいは“ 焼酎" という知的なコ

ミュニケーションライフスタイルを創ってきた。アートディレクタ

ー河北英也の仕事である 。アートディレクションとしてデザインの

総合的訴求力を通じて進化 させ、大分県の地域密着型商品に、文化

形成の国|態的普遍性を与えた。関連する空間ま でも変貌した。

7.  S T RUCT URE D PL ANNI NG 

米国シカゴのイリノイ工科大学デザイン研究所元所長CHARL E S

L. OWEN名誉教授は 、地球環境問題の資源、やエネルギ一分野での

解決をさまざまなデザインプロセスを通して提案してきた。例えば、

宇宙空間における太陽熱発電施設計画や、マングローブ林再生のた

めの浮き構造システム、“ アクアテクチャー" と名付けられた水上

構築物の多様な展開、ハイテク 化 された静止浮遊休としての空中基

地である飛行船etc。未体験のSF的世界を数字で裏付け、デザイン

として形態化 し、提言してきた。いずれも、地球の自然な生理現象

としての環境バランスの獲得を目 的と したフ。ロジェクトである 。ア

メリカ人特有のフロンティア意識が背景にあり、技術的知性の発展

に対する楽観主義が背景にある 。

氏は “S T RUCT URE D Pl ANNING" に基づいて社会に提案する 。

プロダクトデザインを頂点とする氏の考えにある人工界と自然界双

方に対するデザイン決定プロセスは、社会問題解決のプログラムと

軌をーにしており、普遍性を持っている 。 これらをデザインとして

支えるクラフトマンシップやディテール及びコンセプトに対する配

慮、も見逃せない視点である 。デザ インは人工界と自然界におけるさ

まざまな分野の未知の諸問題を解き、“ 実体" として社会的に統合す

る。

デザインに内在する

科学的パラダイム・美学的パラダイム

上述のように、“ モノ= 立体" のデザインであるプロダクトデザイ

ンと空間= 環境の関係は、楽しく生き生きと した多義的世界である 。

地球上のあらゆる事象は、自然界と人工界に属する 。人工界は、

操作された音声と形態をはじめとする五感の世界である 。形式知を

科学に 、暗黙知を美学に委ねている 。人工界は、常時総合的に存在

している 。 しかし、物の見方の主たる視点、の変化が、美学的パラダ

イムか科学的パラダイムのどちらか一方のみに視点を与えている 。

デザインは、結果としての外観上は美学的パラダイムに属している

が、 出発点は科学的パラダイムにある 。諜題に対して、後者である

技術操作と、空間・形態操作のプロセスを経て、最終的な解決であ

る前者の美学的統合として存在する 。

根底力'6変革するデザインの時代

コンピューターによる情報社会は、形式知と暗黙知の領域の垣根

を取り外し、ユビキタス社会に入っている 。技術と時代の落とし子

であるデザインは、現在の急速な変化の時代にあって、“ 変化の体

現者" と しての役割を演じている 。

デザイン領域は 技術の進化 - 人工知能 ・新たな素材 ・形成手法

といった性能の向上を背景に、自由な形状 ・自由な色彩 ・多様な機

能を得、対象を人間の行動に近づけてきた。 日本の戦後のプロダク
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トデザインを“ GOOD DE SIG N" 制度として支えてきた G- MA R K

の選定対象 ・基準の変遷がそのことを語っている 。商品を中心とす

る展開から、建築施設領域、視党デザイン領域、マルチ領域デザイ

ンへの変化、エコデザイン ・ユニバーサルデザイン・インタラクテ

ィブデザインへの配慮、が人工界と自然界のあり方を採ってきた。

とりわけ私の興味を引くのは、エコデザインである 。地球環境問

題の観点から、さまざまな商品が形成される“ 素材 ・製造 ・輸送・

使用 ・再使用・廃棄" の全工程を評価 し環境負荷の軽減を探る

“L CA= ライフサイクルアセスメント" という手法がある 。“ 環境を

配慮するデザイン" を表す “エコデザイン " の考え方の基本である 。

温暖化ガスである C02の排出量を減らす、あるいは環境ホルモンを

減少させる、 化石燃料依存量を減らす。そして環境負荷を現在の 4

分の 1 = ファクタ - 4 、10分の 1 = ファクター 10と減少しようとし

ている 。

商品形成の全工程を再度洗い直して設計していくその手法は、

“創り方" を根底から変え、“ 機能 ・形態" を変化させる原点でもあ

る。洗剤を使わない洗濯機、電子制御機能を高めたハイブリッドの

釆用車、リサイクル可能なコピー機。排気ガスの30%を酸素に替え

る卒、発電機能を替え形状と駆動の関係を変える燃料電池、植物を

原料とする生分解素材群等。環境技術は、広く宇宙航空技術や人工

知能技術、バイオテクノロジ一、ナノテクノロジ一等と相互に関連

し展開している 。太陽の活動の範囲内で起きる生命体を中心とする

視点と機能椛成の検証は、情報技術 ・企業の社会的責任の進化 とと

もにプロダクトデザイン対象を替え、空間デザインをも変えてしミく 。

太陽系は英語でソーラーシステムであり、人工界と自然界の統合の

原点で、ある 。

計画かう編集へ

ープロダクトデザインと空間の関係は始まったばかり-

以上のように、技術と解決手法の進化を背景に、新領域按合型に

フ。ロダクトデザインは変貌をさらに進めていく 。空間も平行して自

由度を増す。一方で地球環境問題というわれわれの原罪の克服が限

られたH寺聞で解決しなければならない大きな課題としてある 。デザ

インの対象は個々に存在するのではなく 、同H寺に社会事象として存

在している 。私は、 “設計 ・計画" をさまざまな生活 ・社会事象の

同H寺解決として“ 編集" と位置づけるべきだと考えている 。編集す

る= EDI T 。音11市編集、建築編集。計画は未来を描 くととである 。

そして実施する 。 しかし計画はすべての未来を読み込み体現しては

いなかった。設計図書に変転する世界を書くことはできない。現在

のように社会が走馬燈のように移ろう時代にあって、 5年先を読み
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とることはむつかしい。変化を前提に、時代に即 して“ 編集する"

ことが望まれている 。

私は独立した頃に、“ j踊J 剖台上の私性群" と名付けた設計の取り

組みをした。 ロートレアモンの“ 解剖台上のミシン台とこうもり傘

の出会いのように美し p " という 言葉に魅了されていた。“ 出界が

解剖台とすれば、も っと多くの I:B会いがあるだろう 。モノも、空間

も、グラフィックデザインも表現に差異はない" 。 もっと多くの個

性を持つ個= individuales を社会に提供し、棲息空間を進化させたい。

この思いと行動は今も変わっていない。空間を編集する基点にプロ

ダクトデザインがある 。その盟かな個性が空間を鼓舞し “QUAL口Y

of LI FE" を強化する 。プロダクトデザインと空間の関係は始まっ

たばかりである 。社会総体を対象に建築、空間、 プロダク トデザイ

ン等のデザイン全領域において、デザイナーが自 由に行き来し コラ

ボレートし、精神的に豊かな社会を形成すべき時代が来ている 。

最後に、創り手として都市からプロダクトデザイン領域までデザ

インした “私性群" の一部を、参考資料として添付する 。

( いけがみ としろう 挫 築 家 京 都 市立芸術大学教綬)



インテリアとフロダクトデザイン

伊東史子

「日本は速くから見るものは設計できないが、デリケートな内部

空間の仕上げに関して、天才的な才能を発揮する J 。けなしている

のか、褒めているか分からない発言だが、論客でもあるイタリアの

建築家、デザイナ一、アンドレア ブランジは、東京での大規模商

業地区開発を見て、こう言った。「それは物理的に遠くなのか、歴

史的に遠くなのか j とたたみかけると 、「日本人の歴史感覚は謎で

ある」という答えが返ってきた。

私は長年、海外のデザイナー、建築家とのコラボレーション、デ

ザインマネジメントに携わり、空間、オブジェク卜、建築、都市に

関する認識のすれ違いにしばしば立ち合う 。 もちろん、何が望まし

く、 何がよろしくない、ということはないが、それぞれの優先順位

がビジュアライズされ、そのズレはなかなか示唆に富む。

空間を感じることの難しさ

安易な一般化は避けたいが、 EI本の近視眼的なディテール志向は、

完成度の高いプロダクト、工業製品を生み、鑑識眼と欲望を育てた

かわり、 「空間J という領域に対しての意識や感覚は発達しないま

ま現在まで来てしまったようだ。官lir官、建築、空間に関しては何を

どう見て、どう感じたらいいのかが分からない。よって判断力もな

いし、執着も少ない。すると当然のことながら、空間はよくならな

い。プランジ氏をもって 、「街は混沌としているが、各ディテール

は完壁だJ と言わせる状況が生み出されるのである 。彼らには 「掌

の美学J と|決るらしい。

ある気鋭の建築家から、極限のローコスト住宅を依頼してきた施

+ が、最高級のジャガーとベンツを持 っていた、とほろ苦い笑い話

を聞かされたことがある 。インテリアブームとは、空間に対する認

識が洗練さ れてきたのではなく、消費動向がファッションや自動車

から家具や部屋に置く 小物ヘ移った現象のようだ。今はインテリア

家電、デザイン家電などという 言 ｾがもてはやされているが、オブ

ジェク トのデザインによって、たちまち空間がよくなるというのは

美 しき誤解である 。

オブジェクトが人間の行動、活動、行為を美 しくして、空間はは

じめて生きる 。空間を想定した プロダク トデザインとは、自己完結

してしま った 「美 しさ 」ではなく、 他の何十、何百となる空間の椛

成エレメントの脈絡をつけられるものであるとも 言 えないだろう

か。

また、盆栽、箱庭文化 を持つ私たちは、ついすべてを小 さく、軽

くするのに執着してしまうようだ。ただ存在感を希薄にすることよ

りも、どう見せるか、どう隠すが間われないかぎり、空間の緩急が

つかず、メリハ リは出てこない。コンピュータやテレビが簿くな っ

て、どんなに部屋がきれいになるかと思いきや、あ っと言 う問に他

のもので散らか つてしまうのである 。これは 「机の上が片付かない

ので、机を倍の広さにしたら、散らかりも倍にな ったj とい う西沢

立衛氏の説と同じロ ジックだ。あるいは「図J が洗練さ れて主張し

なくなる反面、 「地j が目立ってし まうとも 言 えるだろうか。残念

ながら、空間の有効利用と物理的な広さのあいだにあるフ ォーミュ

ラ( 公式) は思い通りにはいかないものだ。

トランジショナルオブ‘ジ、工クト

インテリアとプロ ダク トという今回のテーマをt霜集部から聞いた

とき、実のところ、私は子 どものころに流行 った「家具調テレビJ

を思い出してしま った。テレビがまだ三種の神器であった 11寺代には、

存在感があって、これ見よがしなものが好まれたに違いない。今、

私がこのような「自己満足」 から欲しいものを挙げるならば、

pl usmi nuszeroの加湿器で、あ る。アトピ一体質で湿気厳禁でも、欲

望プライオリティが高いのである 。必然性は二の次だ。

pl usmi nuszeroの加湿器

インテリアを梢成するオブ ジェク 卜には、このような心理的な役

割がある 。ここでは 「こ れさえあれば、部屋全体にステキな空気が

満たされ、すべてよ くなる」とい う幻想が支配する 。つまり必要か、

便利か、という次元では測れない「存在を支える道具」が求められ

るのだ。 トランジショナル オブジェク 卜 ］ ｉ ｾ ｉ 己存在を投影したモ

ノという考え方だ。かつてそれはアートや晴好品が担うと考えられ

てきたが、現代において、その役割を果たすのはデザインである 。

分かりやすい例は背の高い「社長の精子J であり、アレッシ杜のデ

ザインガ ジェッ 卜だ。

インテリアという文脈の中で、デザインのクオリテ ィをどう判断

するのか。とれは按$IEな記R題なので、多くの方の意見を伺 ってみた

いが、ひとつ示唆的だと思われるのは、エリック サティが 「部屋

の中のいつもある 家具の ような音楽 を作りた Lリと言った ことであ

る。pl usmi nuszero深津直人氏のデザインは盲点、の 中に消えてしま

いそうなところにいるようで、強力に空間を引き 立て ているではな
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いか。デザイナーの側が自分の II :PJ に執着 しなくてすむほど自信ー

があるとき、解放され、他との調和lを恐れないオブジェク卜が可能

になるのではないか。

建築家と家具、プロダクト

惣悶とプロダクトは様々なアプローチから語ることができるだろ

うが、私はなじみのあるイタリアのデザイン状況からインテリアと

プロダクトデザインの成り立ちを考えてみたい。

この 10年くらい前まで、イタリアのデザイナーはほとんどが建築

専攻で、大学にはデザイン科なるものがなか った。また建築とい っ

てもアメリカや日本のように工学的なアプローチばかりではなく、

インタレクチュアル層の素養でもあり、社会を論じるとき、都市と

建築は、夢とロマンをも って大いに語られるべきという文化的風土

がある 。また、イタリアは歴史的建造物が現在も使われ、内部空間

だけを再生させてオフィス、住居にすることが何百年も行われてき

ている 。よって、建築家は否応なしに歴史と対峠し、現代の空間を

創造することを要求される 。

イタリアでは建築家が建物から、インテリア、プロダクト、 家具

までを|幅広く手掛けることは珍しいことではない。建築家によるデ

ザインの大きな特徴は、空間からモノを考えるということだろう 。

具体的に言 うと、対象の機能や美 しさのみからではなく、そのオブ

ジェクトがあるごとにより 、人間のふるまい、行為がどう変化し、

はたしてそれが生活の向上に貢献するものなのか、というアプロー

チである 。ニューヨークの近代美術館で聞かれた初の総合的イタリ

アデザインの展覧会ltali an Domesti c  Landscapeで、このイタリアモ

ダンデザインの 「宣言」 がなされた。これは、企業や経済 システム

から独立 しているイタリアのデザイナーの社会的立場を如実に現す

ものだ った。彼らにと って、デザインとは職業であるばかりでなく、

思想的表現をする場でもあるのだ。

ただし、 Domestic Landscape 内なるランドスケープと 言 うとき、

「空間」 というのは生活領域ということで、インテリアの仕上がり

感と混同しないほうがいいかもしれない。日本で 「生活」というと、

所帯染みた印象がWt われるが、イタリア語ではvita という 言葉は

「生命、生活、活力J という意味を持ち、多次元的でダイナミ ック

なものを指す。「生きられた、住まわれた」空間は、生活実感があ

るものとして賞賛 されこそすれ、厭われることはない。

なぜ赤いタイプライターだったのか

例えば巨匠エ ッ 卜レ ソッ トサスが1969年にデザインし、オリベ

ッテ ィ社から出た赤いポータブルタイプライター 「ヴアレンタイン j

18  

には、 「どこにでも持ち歩けるプラステ ィッ クバケツに入 った、f ，ft

でも買える安価な道具J が意図されていた。当時も今も、この伝説

のオブジェク卜に魅力があるのは、自己完結する 美 しさだけ ではな

く、新しい人間の行為がデザインされて、空間を紡ぎ出すことがで

きるパワーによるのだろう 。ちなみにこの製品はMoMAに永久収蔵

されているが、工業製品が美術館にコレクションされる最初の例で

もあ った。

また、同H寺にイタリアは新しい建築が土の上から新たに建てられ

ることが非常に少ないので、建築家 たちは自らの研究、思想を家具

やプロダク トに投影し、心瓜l を注いできたという背景もある 。 ソッ

トサスは建築 を建てるように 、家具 を考え、プロダクトを設計して

きた、と 言 う。彼の作るものすべてには 「乙の壁の向こうでどんな

感情があり、このドアを過ぎると 何が待 っているのか」 という空間

への思いが結晶している 。だから自 分のデザインは「住まわれるー

使われる j べ きであるとも 。

ソッ トサスのインテリアには建築のボキ ャブラリーが多用され、

またオブジェクトとの脈絡も保たれている 。最初、インパ クトのあ

る色と形に目を奪われるが、やがて、そ ζ の居る人の動線が見えて

くるようになり 、その細やかな配慮におどろかされる 。こうや って、

オリベッティキ土のヴァレンタイン ・ポータブル ・タイプライター



「空間J に対する認識と要求水準が高まり、インテリアの質が上が

っていく 。

また彼は言 う。「美しいグラスがあれば、もうボトルから水を飲

むことはないだろう? デザインとはそういうことだん

空間のプロダクト化

インテリアの構成要素: 床、壁、天井を建材ではなく、 三次元的

に商品化しようという試みに、 ＱＡｾ 印のインフィルが位置づけられる

だろう 。つまり、空間の質と行為そのものをパッケージしようとい

う挑戦だ。

例えば吉岡徳仁氏の提案は、使える空間はひとつでも、聞ける扉

によって機能が変わり、空間の質が変わるという考え方だ。キッチ

ンのドアを聞けるときは、空間はダイニングルームになり、書抑| の

扉を開けると、そこは書斎、あるいは仕事場になるのだ。彼はドア

を壁にすることにより 、空間を整理し て、片付 けてしまう 。 キッチ

ンの痕跡は書斎にはない。空間を使いこなすテクノロジーが研 ぎす

まされていくようだ。

無印インフィルにより、空間を 「外iJll IJ から見る視点が開発され

ているのではないか。二次元= ビジュアルの組み合わせであ ったイ

ンテリアの |立界に、次の認識方法を持ち込んでいるように感じられ

る。建築家、インテリアデザイナーはにわかには賛同 しがたいだろ

うが、新しい分野が育っているのではないか。

言 うまでもないが、これは東京のように土地、空間が高価で縛り

が厳しい風土で、発展する技術だ。だが、土地は十分あるはずの地方

ディベロ ッパーの営業担当が f9 坪ハウスをやってみた Lリという

本末転倒に、この方向の可能性を感じる 。 これは今後の日本の空間

技術のベースになるのだろう 。自らの [生活編集」 というでもいう

べき能力をそなえた新しい人種が登場するだろう 。

企業経営とデザイン

イタリアデザインというと、機能よりもスタイリング重視とい っ

たことが言われてきた。海外と日本を長年往き来する女性が [ イタ

リアはデザインも男も美しいだけで、使えな ｾＧ ｊ とこぼしていたほ

どだ。が、人は機能のみに生きるにあらず。人類は美しいものなし

には生きていけない、という事実に正面から取り組むのがイタリア

の起業家たちなのである 。 また多少H寺代錯誤の感もあるが、 ドルチ

ェヴィータ ・仕事よりも甘い生活、という生活哲学も見逃せない。

こ乙にも、やはり「生活空間j という領域に対する意識の遣いが見

られよう 。つまり 、製品を売りやすくするためのデザインではなく、

デザインにより生活クオリティを変え、そこでビジネスを成立させ

Fl os宇土 J asper Morri sonのgl ow- bal l 写兵J::il !J V ヤマ ギワ (陶

ることが経営の主眼にある 。

これまで、イタリアの企業は社名がファミリーネームという 会社

が非常に多く、よ って多くが 中小のフ ァミリービ ジネスであること

も、ヒューマン= 人間的スケールを維持しながら、人々の生活に貢

献することに役立 ってきた 。手工業的技術、 l床わいを践した工場、

工房が多くあり、マス市場へのマーケティング理論とは離れたとこ

ろで、様々な文化 ｉ ｾ ｉ のデザイナーが直接、製造にかかわることがで

きたことも意義深い。 このような手触り感のあるデザインが、生活

空間を抑 し上げてきたのである 。ただ、ヨーロ ッパ統合以降、イタ

リア経済へも変革の嵐が到来し、かつてのようなイ タリアのよさは

目減りしているのも事実だ。

こうい った状況を鍛みると、現在、私たちが展開できる 「空|位|技

術;j J はオリ ジナルなものを生み出すH寺期にきたと 言 えるのだろう 。

イタリアをはじめ、海外から 学ぶ ことは多々あるが、日本の制約の

多い中で作り上げられる 「プロ ダクト j が魅力を持つものに育つの

はj羽待してよさそうだ。

昔、ある有名家具メーカーの先代の社長が、 ショ ールームの椅子

を自らせ っせと拭いていた姿を思い出す。デザイナーやスタ ッフは

呆然としていた。実のところ、どんな空間でも、洗練させ、磨く方

法は掃除なのだ。大げさなことを書いてきたのに、ま ったくマヌケ

な結論だけれども 。

(1 、とう ふみこ プロジェクトコーディネーター)
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各論 l

液晶テレビ' AQUOSとインテリア

~心豊かな暮らしへのまなざし~

喜多俊之

インテリアとプロダクトの関係を考えるとき、これまで建築側で

は何も置かれていない空間をインテリアと捉えがちな一面がある 一

方で、フ。ロダクト側では自己完結的なデザインが主流だったように

思われる 。 しかし最近の傾向として、プロダクトが建築空間あるい

はインテリアに女すして問いかけている、あるいはプロダクトにふさ

わしい空間を強く訴求していると感じられるような広告やC Mを見

かけるようになってきた。

そこで、環境及びインダストリアルデザイナーとして広く活躍さ

れ、歴代の液晶テレビ i AQUOSJ のデザインをされている喜多俊

之さんに、どういう視点でプロダクトのデザインを心がけているか、

またインテリアとプロダクトの関係をデザイナーの視点からどのよ

うに捉えているか、そして具体的に i AQUOSJ のデザインについ

て、大阪市北区天満にある(掬I DKデザイ ン研究所を本誌編集委員ふ

たりが訪問し、お話をお聞きした。

• 
インテリアとプロダクトの関係

ー ーまず、インテリアとプロダクトの関係をどのようにお考えで

しょうか。

喜多 私はインテリアとプロダクトとは同じものだと考えていま

す。照明器具や家具であったり、極端に捉えれば一枚一枚の食器に

至るまでがプロダク トですが、インテリアとは、そうい ったプロダ

クトの寄せ集めであり、逆にプロダクトの寄せ集めがインテリアで

ある- と 。 日本は戦後しばらく、それぞれがバラバラに扱われるこ

とが多かったように思いますが、最近はたとえば、住まいの中の空

間としてリビングなのか、寝室なのか、キッチンなのかというよう

に空間単位で語られるようになってきました。

ー一一建築家の人は、何もない空間、生活感のない空間をインテリ

アと捉えがちなことが多いと思います。

喜多 主人公は、そこに住む人です。

日本は第二次世界大戦後、住まいについて考えることは後回しに

なってしまいました。個々のモノや住宅そのものは、 今まで語られ

てきていますが、そこに住んで、どういう暮らしをするかについては、

置き去りにされてきたのではないで、しょうか。けれど最近になって、

心豊かに文化的に暮らすことがあらためて脚光を浴びてきているよ

うです。一つずつのモノや住宅が中心なのではなく、本来は人が中

心であり、その周りにモノが置かれて、インテリアが出来上がりま

す。 もともとの空間はシンプルであっても、プロダクトによってそ

の空間は一変するのです。そうやって空間を演出するという行為に

ついては、もっと活気を帯びていかなければいけないと考えていま
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す。

ある日私は、たくさんのお客様と会合しているとき、その中の一

人から質問を受けました 。「家の 中をきれいにするためにはどのよ

うにしたら良いですか? またどんな物を置けばいいですか? J 。

私はこう答えました 。「家に友人を招かれたらどうですか? J。これ

には、会場から拍手喝采を受けました。

人が家に来ることで空聞が変わってくるのです。家は、家族が暮

らす空間というだけではなく、人と人とが コミ ュニケ ーションして

過ごす場所なのです。特にリビングはそうです。その空間を、どう

いうプロダクトで演出するか。椅子や照明 ・カーテンなどの素材や

色をどんなものにするか。それらによって空間を演出することがイ

ンテリアということなのです。

このことが今まで後回しになっているせいで、ついつい家の広さ

を考えずにモノを入れすぎて、身動きがとれなくなるようなことが

しばしば見受けられるわけです。

もともと日本では文化的に家の空間にはモノは少なく、ひとつの

空間を用いて畳はリビング、夜は寝室、来客H寺は客間というように

変幻自在でした。これは大変合理的で、素晴らしかったと思います。

その後、西洋文化を 受け入れてきた過程で、家自体が昔のままであ

るのに、部屋の大きさに関係なく大きなステレオやピアノ、応接セ

ッ ト、勉強机、婚礼セ ッ トなどを次々に置いてしまい、その空間に

見合ったプロダクトを調整できなかったから、家が納戸化 してしま

ったのです。

とにかく、空間とモノとがパラパラであったのです。

しかし現在は、変わってきていると私は感じています。今ある自

分の空間に対し、どんなプロダク トをチ ョイスし、素敵な空間にす

るか、そして家族や来客者が快適に暮らせるようにするかをみんな

が考え始めていると思います。

• 
プロダクトデザインの何をチョイスするか

一一一般の方が読む雑誌に、インテリアに関するプロダクトの情

報が溢れてきています。それらが一般の方から注目を浴びるように

なり、「乙のモノを置きたい、このモノに固まれて暮らしたい。そ

ういうごとを実現できる空間がほし pJ 。そういった空間に対する

こーズが、消費者から諜せられるようになってきました。

喜多 そうですね。それはたとえば、今ある空間をイノベーション、

リフォームし、快適にするという動きにも現れているようですね。

そういったときに、プロダクトデザインされたものを自分なりに何

をチョイスするか。フ。ロダクトデザインは、今や日本製、外国製を



間わず氾濫していますが、それらの中でどれをチョイスするかが、

大変重要になってきました。

一 一戦後、 LDK. LD.  DKとい った生活スタイルが持ち込まれま

した 。それは当H寺、食寝分自I f という考え方によって、キッチンやダ

イニングというように、部屋ごとの機能を分離していったわけです

が、その意識とともに、その中に置かれる家具などのプロダクトも、

空間の演出よりもまず、機能というととでしか受け入れられて乙な

かったのではないでしょうか。

喜多 まさにそうですね。ただモノを入れられたらいい、空間を埋

められたらいいとか… 。モノと空間とのバランスを考えるゆとりが

なかった 。日本の暮らし ぶりは、戦争の被害が大きかっただけに後

回しにな って しま っていたようですが、いよいよこ れからは、バラ

ンスのいい空間そして住まいが重要になってくるかもしれません。

暮らしぶりに関しては、急速に新しい生活文化を取り入れてきた

ために、今までは何がどれだけ必要で何が必要で、な p かが、わから

なかったのです。 しかし、いろいろ試行錯誤してきた結果、今は大

体は っきりしてきたのではないでしょうか。ごういう暮らしが快適

なんだ、こういうそノをこれだけ並べれば素敵な空間になるんだ、

光をこう当てれば楽しいんだ… 、というように。

一 一デザインする立場の建築家やインテリアデザイナーなど、も

ともとバランス感覚が優れていないといけない人たちが、今までプ

ロダクトのチョイスに無関心であったと思われます。

喜多 ひとつには、人々の生活が大変混乱していたために、まず空

間をつくろうとしたんですね。そのために、主役である暮らす人た

ちの日常をさておいてきたのです。 しかしi最近では必然的に、暮ら

しが主体となり、自分はどんなソファがいいのか、どんな大きさの

テーブルや椅子がいいのか、というように人々が目覚め、チョイス

し始めたのではないかと私は思います。

その刺激になるのはマスメディアです。テレビとか雑誌とかがイ

ンテリアのことを盛んに取り上げるようになりました。 もうひとつ

には、日本の住まいには、人が訪問する、人を招くことが少なくな

っていたことがあるのではないでしょうか。素敵な家をつくって人

を呼びたくなるような空間をっくり出す。それを決定づけるのは、

どんなプロダクトをチョイスするかによるのです。プロダクトを組

み合わせて、どう空間を演11' 1するか。 これからはそういったことを

普通の人の目線でやっていければよいのではないかと思います。

ヨーロ ッパの人々は料理や服装よりも、 何よりインテリアが一番

楽しいと考えています。インテリアコーディネータと 一緒にインテ

リアをつくることももちろんありますが、多くの場合は住まい手が

自らプロダクトを選ぶことでインテリアを楽しむのです。楽しんで

選んだモノが家に

来ると嬉しい。そ

うやって気に入っ

たモノが家に置か

れると、 友人を招

きたくなる 。 これ

が生活であり、日

常の暮らしとはそ

うp うことを言う

のです。

日本は、 ζ うい

うととをせずに走

ってきました。こ

れからは本来の暮

らしに戻っていく

のではないかと思

います。そうなる

2003年ミラノ サローネ新作発表

と、日本のプロダクトデザインは厳しい目で見られるかもしれませ

ん。今までは家具を選ぶにしてもパーゲンでとか、この金額の範囲

でというような選び方でしたが、最近では、いくら高くても自分の

気に入ったものがほしいという傾向が出てきています。探し回って

気に入ったものを見つけたときは、本当に嬉しいものです。

友人を家に招き、わいわい話をして楽しかったと思うことが暮ら

しなのです。心豊かな生活というものは、このようなことを言うの

だと思います。生活する主人公の乙とを考える乙とが大事なのです。

• 
なんとなくスタンダードの中に埋もれて

一一これからは、住まい手のプロダクトに対する選択肢の| 隔を広

げることが重要と捉えたとき、空間を提供する建築側の考え方とし

ては、できるだけプレーンな、あるいはフレキシブルな空間づくり

が求められているということでしょうか。また現実には日本ではマ

ンションの仕様を選ぶ際、標準仕様のものからオプションをつけて

いく形が多いのですが、ほとんどの入居者は標準仕様を選択する傾

向があります。

喜多 家をスケルトンでお客様に渡す。それはひとつのやり方だと

思います。スケルトンで、住宅を受け取った方が、インテリアコーデ

ィネーターに依頼し、自分の家を相談しながら 一緒につくって p く。

乙れはヨーロ ッパではよく見受ける Jl!tt景ですね。また、マンション

の選び方の傾向については、これはインテリアをコーディネートす
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ること、住まいをつくり上げることがいかに楽しいかということを

忘れてしまっている 。そして暮らしの目的を軽く考えてしまってい

ると思います。実際には、そのプロ セスすべてが日常の暮らしであ

り、人生のひとつのH寺聞の過ごし方であるのに、つい省略してしま

いがちになっているのです。

しかし、現在は昔と違い、メディアやショールームなどによって

インテリアに触れるいろいろな機会があります。自分に適切なプロ

ダクト製品は、，; b ' i を訪ねまわったり、通販カタログで選んだりする

だけではなく、手にとり、 ｉｾｾＡ り、寸法を湖 Ｑ Ｉ る行為がも っとあった方

がよいと思いますね。。 皆、忙しくしていますが、その忙しい中で

そういった行為を取り込んで、いかないと、なんとなくスタンダード

の中に埋もれて、目標のない暮らしぶりになっていってしまいます

から 。

• 
プロダクトの作り手として

ー一一次は、プロダクトの作り手似1) についてお話を伺いたいと思い

ます。モノを作る側の人は、机は机、椅子は椅子というそれぞれ単

独のモノだけで考えるのではなく、それらが置かれる空間を意識し

てデザインされると思いますが、喜多さんがデザインをされるとき

の切り口とは、 一体どのようなものでし ょうか。

喜多 私の場合、製品を自分で作って自分で販売するわけではない

ですから、企業から依頼が来るところから始まります。

まずその企業が誰に向かつて、何を望んで、いるか。そしてその企

業がマーケットに何を提供できるのか。持てる資本やノウハウ、確

保している顧客、そしてこれから獲得したい顧客像はどうい った も

のか。そういったことを理解することに努めます。そしてこういう

モノを作れば、この企業は栄えるに違いない、 喜んでく れるに違い

ないというバランスの良いところを採し回るのです。これが私のデ

ザインという行為です。

その一方で、、人の暮らしぶりというものを想定に入れて考えてい

かないと、商品は動きません。できるだけヒットする商品を作ろう

と思うと、それには暮らし方や、マーケットの研究が必要です。消

費者がどういうモノを求めているかをキャッチし、想像するのです。

その際、暮らしぶりや住まいの状況ということを頭に入れておかな

し、と、とんでもないことになってしまいます。

プロダクトをデザインする場合、それを使う人( 消費者) がポジ

ティブに動くように、作る側( 企業) もポジティブに動くように、

という乙としか考えられないですね。
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• 
i AQUOSJ での実験

次に、 i AQUOSJ についてお聞かせください。

喜多 プロダクトをデザインするとき、自分自身が消費者になりき

ると同H寺に、企業( 供給側) の立場になりきるととがとても重要で

す。自分だけの一品製作で、はないからです。

iAQUOSJ はインター ナシ ョナルな商品となりました 。相手と

なる消費者はアメリカ人、フィンランド人、日本人、様々です。ま

た、企業からは 「企業の顔を作 ってくださ pJ という依頼が来まし

た。多くのフ。ロダクトデザインには、世界に事例があり、それを資

料として判断できますが、iAQUOSJ にはそれがなかったので、こ

れは、ひとつの大きな挑戦でした。事例のないところに、オリ ジナ

j レ商品をぶつけたのです。

一一AQUOSのC Mは建築空間と AQUOSと吉永小百合さんという

コンビネー ションがとても 印象的で、人々に強烈なインパク トを与

えたと思います。

喜多 吉永小百合さんがとても身近で親しみを感じられる、そして

憧れのようなものも持ち合わせている、そういったものがあったの



でしょうね。 また建築空間については、私自身がAQUOSのデザイ

ンに対して、空間を特に意識したわけではありませんが、常にあの

ような空間にも十分に耐えうる商品づくりを心がけています 。

AQUOSは、邸宅やホテルのロビーやガレージの検など、あらゆる

場所に耐える商品で、す。 とにかく大量に販売していくものであるわ

けですから、世界のどの場所にも合うデザインにしていかなければ

いけません。デザインとはバランスです。 ある特定の空間をイメー

ジしたのではありません。デザインはニュー 卜ラルなものにしてい

ます。ニュートラルとは、たとえばAQUOSは最初はシルバーで、出

しましたがその後はチタン色にしたように、様々なユーザーに対す

ると同H寺に、時代とともにニュートラルであり続けることです。

あくまで一品製作で、はなく大量生産で、あるので、こだわりたいけ

れどこだわれないところもあります。そして、何万台も作らねばな

らないテレビ、月に50台作れば十分な椅子、月に 10台もつくればよ

い製品でおは、それそ守れプロダクトする コンセプ卜が変わ ってきま す。

生活者の像をかなり広く見なければならない大量生産のものと、あ

る程度限定する場合とがあります。

しかし、行き 着く先はどちらも暮らしの現場です。その時代のテ

クノロジーに支えられたテレビやオーディオのように内容の変化の

著しいもの、そして一生使いたいと思われる椅子やテーブルのよう

なもの、それらの両方が生活の舞台で同時に使われます。だから、

人が主人公であり、その両方をどう使L、わけるかということを想定

しデザインするのです。

一 一漆塗りのAQUOSについて、お聞かせください。

喜多 日本は漆や紙など、 普から素晴らしい伝統工芸の歴史を持 っ

てますが、今はそれらが日常の暮らしから遠ざかっています。それ

を消し去るわけにはいかないと思い、何かにこれを使えないかとい

うことで、たまたまAQUOSの新しいテクノロジーの仕事をする |療

に実験をしたのです。大量生産であるべきものについて、あえて正

反対のことをひとつの実験として取り組みました。カスタムという

名の受注生産品で、あり市場の規模は大きなものではないが、ヨーロ

ッパのマーケ ッ トは、確実にこ れを受け入れてく れています。

一ーイ主まい手がいて、その周りにモノがあ って、そこに空間があ

る。 それが暮らしなのだというお話をお聞きしてきました。 このこ

とはつまり、人が主役であるので、人に一番近いところにあるモノ

( プロダクト) のデザインは、人と 一緒に動いていかないといけな

いということですね。

喜多 これからの日本はハイセンスが必要だと思います。クリエー

ターやデザイナーたちが、どこからハイセンスなものを汲み取るか

というと、それはすべて暮らしぶりからしかないのです。モノにハ

イセンスを求めるなら、人が一緒にハイセンスにならないといけま

せん。

日本は、これからプロダクトデザインがメインにな ってく るでし

ょう 。 |立界に発信できるハイセンスな日本オリジナルのプロダクト

を作っていかねばならないと思います。ハイセンスなモノを作る土

壌は生活の現場にあるので、今までのように納戸化し た家では問題

です。素敵な家にするために誰かを招いてお互いに切暖琢磨し、暮

らしぶりの向上を図 らねばならないと思います。家の大き L叶、さい

にかかわらず、ハイセンスな暮らしを育てられる 地盤を急いで築い

ていく ζ とが今の日本には必要だと思います。

そういう意味では、 AQUOSはひとつの実験であり、 日本がどこ

まで |立界を相手にオリジナルを作れるかという挑戦であ ったと 思い

ます。

PI-I OTO :  Yoshiyuki  IKUHAHA 

2004年 4 月 9 日、喜多氏のsr UDI Oにて

1mき 手 編 集 委 員

西田利子/ 大林組本J; 5 建設設計・インタース ペース部

阿部泰 治 / 育I1市再生機椛西日本支社技術院副都
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各論 2

これからの冷蔵庫デザイン

有村敬三

近年、冷蔵庫のデザインに大きな変化が表れている 。華美な装飾

を施し、他社との見栄え競争に終始した時代から、少しずつではあ

るが空間における道具としての在りように目が向けられるようにな

ってきた。

冷蔵庫が国内で生産されるようになって70余年。この問、様々な

進化を遂げてきた冷蔵庫であるが、コアベネフィット( 機能上の価

値) での画期的進化が期待できにくくなってきた昨今、ステンレス

冷蔵庫の出現に見られるように、より文化的 ・精神的価値に重きを

おいたイメージベネフィットへの価値の転換が図られつつあり、デ

ザインへの投資、訴求も年々高まってきている 。また、ユーザ一価

値観の変化もインテリア やデザイン製品を多く 世の中に流通させる

ことの背景として考えられる 。

それは単に、流行に敏感な| 立代特徴の表れというだけではなく、

インテリアショップやセレクトショップ等の出現に見られる新たな

流通の台頭、コンビニでも手に入るお酒落な通販雑誌や多くのデザ

イン特集記事等、快適空間創造を促す庖舗、媒体の増加が顕著であ

ることも価値観の変化に起因している 。

結果的に「インテリア J rデザイン」という今まであまり馴染み

が薄かった世界との接点、が増え、距離が近くなったととで「こんな

生活がしたしリという憧れを現実のものとする機会をユーザーが得

たことになる 。と同H寺にユーザーの審美観も向上し、より 一層商品

選択眼も厳しくなったことは言うまでもない。

冷蔵庫はファ二チャーへ

冷蔵庫のデザインにおいても、それらユーザーの価値観の変化に

呼応したかたちで、 2003年 3 月に NR-

D471N . 同441N .  421N  ( 以下 l Nシリ

ーズ、 図 1 ) を発売した 。この l Nシリ

ーズの開発背景を紹介するとともに、今

後の冷蔵庫の在り方を採ってみたい。

「キッチンをもっと 快適な空間にした

Lリこの思いが l Nシリーズデザイン開

発の原点である 。冷蔵庫. をエレメン卜に、

リビング空間のようにコーディネイトを

楽しめるような環境が実現できれば、楽

しい料理、食事を誘発できるであろうと

考えた。そ乙にある冷蔵庫とは空間コー

ディネイトを意識したくなるファニチャ

ー感覚を有した姿であり、多岐に及ぶ調

査を通じてその検証活動を行った。

24 撞築と社会 ・2004.7

図 1

その礎にもなったのが、ベネフィットストラクチャ分析である 。

これは、あらゆるジャンルの商品を無作為に選び、おのおのの商品

の選び方を、人間の心理面と行動面から 分析するという手法である 。

そこから得られた結果として、冷蔵庫の選択方法は極めてファニチ

ャーのそれと酷似しており、デザインを重視し、気に入ったものが

見つかるまでじっくり選ぶ、という明らかに他の家電製品とは異な

る特異なものであった。 さらに、応、用社会心理学を使った「憧れの

内間ヒアリング調査j では数々のビジュアルコラージュから「陽だ

まりのようなやさしさ J r清潔な色合いと風合しリというエッセン

スを得た。

これらの調査から、最終的に冷蔵庫デザインの目指すべき方向と

して「ファニチャーライク」というコンセプ卜を定めたのである 。

自に映るものの変化

ファニチャーというコンセブ卜を具現化するために、冷蔵庫その

ものは極めてシンプルな形状を考えた。 しかし、かたちが シンプル

であればあるほど、素材感が重要な要素としてクローズアップされ

た。奇しくもインテリアにも 同じ言葉があてはまった。経年変化で

見ると、インテリア空間の壁色は徐々に明るさを増し、同調して照

明の明るさ( 照度) も高くなってきている傾向にあ った。明るくな

ったことで今まで 目に映 りにくかった素材や柄というものがより鮮

明にヒトの目に飛び込んでくるようにな った。すなわち素材の是非

がこの冷蔵庫のデザインを大きく左右する要素となったのである 。

素材色という概念

ファニチャーライクコンセプトの実現に向けて最もとだわったこ

とは、従来にないドア商材の追求である 。ステンレスのような冷た

し、素材ではなく、あ〈までも「やさしさ ・清潔感J を再現できる面

材の開発に取り組んだ。

幾多のプロトタイプに トライする中で、透明素材に着目した。透

明素材には 「陽だまり j の持つやさ しさや、水のように澄んだ透明

感がある 。ガラス素材の利用も考えたが性質上、表情がハードにな

り、また加工上の制約が多く困難であった。結果的にわれわれが辿

り着いた素材は、樹脂の中でも極めて透明度、平滑性が高く、成形

性に優れたアクリル素材であった。もちろん、 ドア全面に使うのは

世界初の試みであ った。

一方で、キッチン空間カラーの傾向をベースに、カラーコンセプ

トメイ クも進めてきた。そこから導き出されたのが「素材色」とい

う概念である 。光を内包する透明素材は、素材自身が「色J なので

ある 。そしてそれは透明素材内に入射する光の量や角度により表情



を変え、人の心理にまで影響を及ぼす。ユーザーサーベイの際、お

客様から「この冷蔵庫を見ていると癒される J という言葉を聞いた

ほどである 。

清潔感という普遍性

透明感のある素材色には、水のような清潔感を感じることができ

る。 日本人は高温多湿の風土に育まれ、水と深いかかわりを持ち、

清潔を好む民族である 。東IJ 身のような生食を好み、靴脱ぎ文化を有

した固有の感性は、日本人の心の奥底に清潔への普遍的志向が眠っ

ていることを物語っている 。毎年のように届頭での差別化、変化を

求められる商品デザ、インにおいて、「、消波 ｾｬｬ 事のあるデザイン ｪ を今

後一つの普遍的なコンセプトとして根付かせたいとわれわれは考え

た。 この思いは、ナショナルデザイン統一 コンセプ卜である 「クリ

ーンスタイルJ へと繋がっていった。

「匠J のモノづくり

l Nシリーズが開発体制に入 って 間もなく、関連する多数の協力

会社を事業所に招き、デザイナ一自らが異例の「感性によるモノづ

くり」と題したデザインコンセプト発表会を開催した。

モノづくりに精通したその道のプロ集団に、 l Nシリーズのデザ

インの意図を伝え、ハードルの高さを認識してもらった上で、培っ

た匠の技と技術の粋の結集を促す場にすることが目的であった。

そのかいあってか、極めて光沢 ・透明度の高いアクリルの開発が

実現し、デザインモデル以上の質感と品質を有したハンドル開発の

成功を収めた( 図 2 ) 。

余談ではあ

るが発表会直

後、アクリ j レ

開発メーカー

が「デザイナ

ーの意図には

到 底 及 ば な

L、J と、 L、つ

たん納入した

アクリルを全

部回収する賠

しLν 、ブニン

グもあったほ

どである 。

図 2

これからの冷蔵庫デザイン

l Nシリーズによって一歩ファニチャーに近づき、キッチン空間

に少なからず変化をもたらす術を見いだすことはできたが、われわ

れはこの l Nシリースψ の商品化を足掛かりに、さらに理想を追求し

ていかねばならない。その中で、今後冷蔵庫デザインは大きく 二極

化で進化 していくと考えられる 。一つ目はスタンドアローンとして

のさらなるファニチャ一化。二つ目は徹底した設備 ・装置化である 。

ファニ チャ一化の進化においては、 シンプルに徹した姿を創りつ

つ、素材・色 ・質感において魅力をさらに高めていく必要がある 。

足し算によってデコラティブされたデザインが多数を占める中で、

要素をそぎ落とし引き算で勝つためのデザインには際だったクオリ

ティの高さが求められる 。単に美しいとかキレイという目に|決 る世

界だけでなく、手を触れてみて、 音を 聞いてみて伝わるクオリティ

の高さを追求することで、 i! 悲じるファニチャー」を笑現せねばな

らない。 シンプルな形態で空間調和を図りつつ、素材、クオリティ

によって単体としての魅力も高める、という 二律背反する世界を創

りあげていく乙とがわれわれの役割である 。

一方、徹底した設備化で、は、ファニチャー化とは対照的に、消し

去るためのデザインをする必要がある 。それはlii にシステムキッチ

ンと顔を合わせるためのドアパネル交換という発想ではなく、あら

ゆる聞において同化していくモノである 。

現在売られているシステムキッチン用冷蔵庫はキッチンに合わせ

てドアパネルを交換で、き 、統一 を図れるというモノであるが、それ

はあくまでも見た目だけの話であり、表面を除けば冷蔵庫とキッチ

ンはまるで別物の感が拭えないのが現状である 。

目指す姿は「 システム キ ッチンと冷蔵庫の本質的融合j である 。

システムキッチンの持つユーザビリティ ・クオリティをいかに冷蔵

庫に注ぎ込むかが鍵である 。 そうすることで、システムキッチンと

冷蔵庫とを違和感なく使いこなせ、冷蔵庫単体としての存在を感じ

させない空間としての整合を高い次元で図れるはずである 。

視点を人と空間との関係に移して

過去、台所と呼ばれた空間から、オープンキッチン、独立キッチ

ン、そしてリビングキッチンへと空間が変化 を遂げる中で、冷蔵庫

本体は箱の大小での変化 を遂げてきたに過ぎない。 もっと人と空間

との関係に視点を移し、新しい価値創造を行うことが今後われわれ

に謀せられた重大な使命である乙とは間違いない。

( ありむら けいぞう 総下T氾G附 附-部部縦部部e

7 プライ 7 ンスデザイングル一プ クツキングシステムチ一ム主f任干1忠E匠技附附jJ
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各論 3

鉄道車両の空間デザイン

木村一男

鉄道車両の二面i性

鉄道車両はエクステリアとインテリアにおいて、異なった二面性

を持っている 。エクステリアの社会的・環境的側面に対して、イン

テリアでは個人的 ・空間的な側面を強く持 っている 。新しい列車の

登場は社会的トピ ックスとなり、沿線の人びとにも強いインパクト

を与え、また周りの環境にも新鮮なイメー ジをっくり出す。そして、

人びとの 「一度乗ってみたいなJ というあこがれの誘因となる 。け

れども、その列車の乗客にと ってはエクテリアのデザインなど、極

論すれば無関係であるとい ってもよい。発車問際に駆けこんだ人は、

先頭部の形状はおろか、車体の色も記憶することはないだろう 。

一方、インテリアの居住性や快適性は乗客と密接な関係にあり、

大きい関心事であるけれども、走りすぎる列車を眺める人にと って

は何のかかわりもない。もっとも、眺めていだいていたあとがれの

列車に 「乗ってガ ッカリ 」という裏切りがあってはならないが・・・ 。

4 月に開業したばかりのKTX ( 斡国高速鉄道) は「苦痛列車J (朝

! 符日報社説) と評判が悪い。普通車のシートが技術導入したフラン

スのT GVと同じく固定で回転できず、シートピ ッチが930mm ( 新幹

線700系は1040mm) と狭いからである 。あまりの悪評に後ろ向き座

席の値段を剖り引きにしたという 。これなど「乗 ってガ ッカリ 」の一

例であるが、こんなことがあ ってはならないのはもちろんである 。

特異な鉄道車両の空間

鉄道車両の大きさは、路線の構築物との関係から定められた 「車

両限界」によって規制 されている 。新幹線の車体|隔は3400mm、高さ

は床面高さ 1300mmに客室天井高さ 2100mm、冷暖房ダク トや屋根面か

ら上部の高さを加え てレール面上4500mmで‘ ある 。長さは25m。つま

り極めて細長い特異なインテリア空間であり、これを自由に変更す

ることは許されない。限界内の寸法では十分にある高さも、空気抵

抗を少なくするために空調装置を床下に収納して低くする傾向にあ

り、300系は最初の O系によじべ、 450mmも屋根高さは低くされた。最

近ではホームに安全制IUが設けられることが多くなって、このために

出入り口の位置も自由に変更する乙とかできなくな った。 もっとも

在来線に比べ一回り以上も大きいサイズを生かして、十分な空間を

持った 2 階建て車両 ( E1、E4系など) もつくられている 。つまり

この定められた特異な空間をどうこなすかが、インテリアデザイン

のポイン トである 。 しかし実際には乗車定員、便所洗面所などの諸

設備、運転機器などの諸条件によ って、 0 ベースからスター 卜する

場合はともかく、新幹線のようなモデルチェンジの場合には自 由に

なる余裕は極めて限られているのが現実である 。
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プランニングの実際

新しい車両の剖画は技術上、運用上、営業上などの諸要件をまと

めて基本計画がつくられ、それに基づいて俗に 「劉りつけ j とH平ば

れる編成図がつくられる 。 これによ って、座席、出入り口、便所洗

而所、サービス設備などの配置や大きさなどがほぼ決められてしま

うので、ここに至るまでの議論が重要となる 。けれども前述のよう

に東海道 ・山陽新幹線では l 編成の定員1323人( うちグリーン車

200人) ばかりでなく、各車両ごとの定員も変更は難しい。

これは各系列の列車がパラパラであると、運用や乗車券販売のコ

ントロールなどが繁雑にな ってくるからである 。現に 500系は 15m

という長い先頭部のため先頭車両では出入り口が l カ所しかない

が、このため乗降11寺問が多くかか って正常な運転にも影響を与えか

ねないことがある 。

]R九州の787系( 在来線の 旧つばめ) のようにブ ッフェやコモ

ン ・スペースなど自由な空間をつくるために l 編成中にもう l 両加

えられたなどは極めて珍しいケースである 。それでも機器の配置を

コンセプ ト・イ メージ ・スケ ッチ

「割 りつけ」 と呼ばれる編成図



500系のモ ックア ップ

工夫したり、現存の設備を見直したりして、少しでも身障者用の設

備や新しいサービスのためのスペースを生み出そうと工夫している 。

こうして車内のレイアウトが決まり、あわせて座席、照明、空調

とい った個々の設備、術品の方向・仕織を明確にして、それらの開

発をスタートさせるとともに、インテリア全体のデザインのコンセ

プトをさらに繰りあげて、まとめていくことになる 。

それらは 1/ 1モックア ップに集結されて検討が重ねられていく 。

以前はモックアップがつくられるケースは少か ったが、現在では客

室だけでなく、出入り仁l、使所、洗而Tw古11分までもつくられるよう

にな った。 また、 2階建て市岡では空調ダクトの配置やその効率が

問題で、その検討のために l 両分のラフなモデルがつくられたこと

もあった。

こうして最終仕様がまとまると製作設計へと進むのだが、新幹線

ではまず l 編成の試作車両がつくられ、約 1年にわたる走行テスト

がくり返され問題点が生産設計にフィードパックされて、本格的な

量産へと移行することになる 。通常走行テストは約50万kmlこ及ぶ。

このようなステップを経て、お客械に乗 っていただく晴れの日を

迎えるまでには、プランニング段階から約 4 年近くの歳月を要する 。

きびしい諸条件

鉄道車両の開発に当た っては、特有のさまざまな要求や条件が謀

せられる 。なかには法的な規*11として定められているものもある 。

1  ) 軽量化 新幹線のような超高速度車両では、何よりも軽くす

ることが求められる 。普通事の座席は100系では l 席当たり約27kg

だったものが、 Ｓ ＰＰ 系以降 は約 ＱＳ ｫ ｧ となり、 ｉ ｾ ｉ 下開発 Ｑ Ｚ ｬ ｬ の ｎＷＰＰ 系で

は10kgを目標としている 。回転やリクライニング機構込みの値であ

る。 シート地も 1 m当たり約400 g ときびしい。 もちろん座り心地

は一層向上させなくてはならない。

2  ) 難燃化 火災対策として、車両に用いられる素材は車体自体

を構成するもの( 側壁など) は不燃性、あとで付加されるもの( カ

ーテンなど) は期. 燃性で、それそ'h の基準に合格していなくてはな

らない。木材などは樹脂を含浸させて耐火性を増したものが用いら

れる 。 ｾｾｾｴ 国 ・ 大郎での地下鉄火災事故があ っ てから、日本でも目下

茶準の見直しが行われており、 一層きびしくなる方向にある 。

3  ) 安全性 鉄道はさまざまな乗客が利用するので、 H寺に思って

もみないような使われ方がされる場合もある 。その場合でも問題が

あってはならず、より念を入れたチェ ックが必要であり、十分な安

全率がかけられている 。座席につけられているテーブルの設計許容

重量は25kgで、あるが、これはトランクで片手では簡単には持ち上げ

られないほどの重さである 。 ヨーロ ッパでよく問いられている外聞

き式プラグドアも、日本では高速でトンネルに進入した時に|吸い出

されて開くおそれがあるとして採月3されていない。

4  ) 生産性 乗用車では数万台単位の生産は珍しくないが、鉄道

車両では時には数両、多くても数百両である 。 したが って大がかり

な型代や治工具を要する生産手法を用いることはできない。一方、

いかにして生産効率を上げるかという諜題は、鉄道車両の場合も同

様である 。ユニ ッ ト化、共通化、標準化や新素材、新工法によ って

の解決は、プランニング段階から検討しておかなくてはならない。

5  ) 環境問題 かつては鉄道の便所はたれ流し式が当たり前だ っ

た。今では循環式などが採用されてそれはなくな ったが、今でもヨ

ーロッパで、は依然このスタイルを見かける 。現在は騒音や振動問題

に加 えて、素材面での諜題が大きくクローズア ップされてきた。!阜、

席で一般的だったウレタンフォームや塩化ビニールの化粧シート、

床材などは使用できなくな った。廃材処理やリサイクルは、素材選

定の新たな必須項目である 。

これからの課題

まずは、鉄道にいかに新しい魅力を加え ていくかである 。航空機

や乗用車との競争は激しく、生活のスタイル、乗客のニーズも大き

く変わりつつある 。その中でなお選択される乗り物であるために、

鉄道ならではのゆとりある空間や設備が提供されなくてはならない。

鉄道はもともと環境負荷の少ない交通手段だが、 一層の効率向上

とともに騒音、振動も謀題であり、それには軽量化や空力特性の向

上が求められる 。素材のリサイクルや無公害化はもちろんである 。

情報化時代を迎えて、積極的な対応が必要だが諜題も多い。椀;}停

電話の扱いなどはその一例であるが、まだその解決策を見いだして

いない。パソコン用電源はようやく 一部に設けられるようにな った。

ユニバーサルデザインへの取り組みも重要で、ある 。現在でも陸先

座席や身障者用の便所が設けられているが、十分とはいえない。現

行のものでは、今後普及が予想される電動車椅子では利用できない。

鉄道は多くの交通機関の lやでも地球I毘暖化への対策、エネルギー

効率、そして安全性や信頼性という視点からみて、これからますま

す重要な存在になる 。そのためにもデザインが果たさなくてはなら

ない役割はますます大きいのである 。

( きむら かずお 名古屋学芸大学 j テ' ィア 造形学部教奴)
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「大阪工事監理の星J支援システム

山 本 強

大阪府建築都市部建築指導室建築企画課
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知事指定「講習研修会j

等誼

I  r大阪 ・工事監理の星J 建築士事務所

l 制度創設の背景

「大阪・工事監理の星J 支援システムの体系図

上図は、システム体系をまとめたものである 。

このシステムは、事務庁内あ会が優良な建築士事務所を認定 ・登録

し、それらの建築士事務所に大阪府が感謝状を交付する、いわゆる

官民連携による体系としている 。

優良工事EE理建築事務所の認定 ・登録

対象者は大阪府に事務所登録をしている建築士事務所である 。

①申請者は「知事指定講習会又は研修会を 3年以上継続しての受誠

実績j があること、かつ、 12年以上の工事監理実績」のあること

を証する申請書を提出

②事務所協会は審査会議( 建築行政 ・建築士団体等で構成) に、審

査を委任

③審査会議は、適格審査の結果を事務所協会に報告

@ 事務所協会会長は、申請者に登録証を交付 し、大阪府知事に感謝

状対象者として推薦

⑤、@ 事務所協会は登録及び周知を行う

大阪府知事の感謝状交付

知事は、事務F刷窓会から推! 絡を受けた建築士事務所に対し、感謝

状を交付する 。( 図の点線門部分)
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工事監理は、建築士にしかできず、そして建築士でしか業務とし

て定着させる ごと ができない。このシステムは、こ れまで工事監理

にあまり関心のなかった建築士事務所が、ステイタスとしての「星J

をめざして、積極的に工事監理に取り組むためのインセンティブに

なることを期待している 。また、「星j として広く公表することに

よって、府民にとってはとれまでなじみの少なかった工事監理者が、

選定しやすくなるのではないかと考えている 。

工事監理者は、工事中に不具合が発見さ れれば施工者に注慈を与

え、建築主に報告することが責務である 。この業務が適切に行われ

れば、違反建築防止 と欠陥 ・手抜き工事の防止に期待が持て、消費

者保護の観点からも有効である 。個々の建築物に適切な工事監理が

行われることは、安全・安心な社会基盤を形成 していくことであり、

建築防災、都市防災を考える上で非常に重要である 。

多くの建築士事務所が、本システムを契機に、積極的に工事監理

業務に取り組んでもらいたいと思っている 。

I  r大阪・工事監理の星」支援システムの効果

I  r大阪・工事監理の星」支援システム

乙のシステムは、上述のような状況にあっても、工事監理業務に

莫撃に、かつ積極的に取り組み、建築士事務所の模範といえる事務

所には光を当てたい、という思いから発想された。その具体的な手

法として、 「大阪 ・工事監理の星J として認定 ・顕彰する 制度とな

った。

/  /1/1 ｾ＠

|  建築工事 問墾堅紗

社団法人大阪建築士事務所協会( 以下「事務所協会J ' - -_ _  - Y ャ ー

という) と大阪府は、工事慌辺! 業務を普及、促進させる

ため 「大 阪 工 事 闘 の 星」支援シ ステムを平成昨度 d 豆ヨF

に創設した。第 l 期の 「星J と認定さ れた建築士事務所

は、 92である 。事務所名は事務所協会ホームページで公

表している 。

htや: //www.  oaaf. 似jp/11_l ωuj i_kami/11_kouji _karui. h凶

1. 工事監理の法的位置づけ

工事監理とは「その者の責任において、工事を設計図

書と照合し、それが設計図書のとおりに実施されている

かいないかを確認すること J ( 建築士法第 2条第 6項) である 。

一定規模以上の工事の工事監理は建築士でなければできず、建築

主は建築物の工事を行う; 場合「建築士である工事監理者を定めなけ

ればならないJ ( 建築基準法第 5条の 4第 2項) 。

さらに、工事監理者のいない「工事は、することができない」

(同第 3項) ごとになっている 。

2. 工事監理業務の現状

法律上、建築工事は建築士が工事監理を行うことが前提とされて

いるが、工事監理業務がf仰底して行われているとは言いがたい。そ

の背景として考えられるのは、建築主は発注者であり、建築士は受

注者であるといった市場原理がある 。

建築主は施工者に絶対的な信頼をおいているためか、工事監理へ

の知識がないためか、とにかく現場は施工者に任せておけばよいと

考える性向がある 。 したが って「工事監理j 業務を、報酬を支払っ

てまで必要な業務とは思わず、工事監理にかかる費用を余計な出資、

または建築士の過分な訪求とみなす。これは、同じ建築士に対し当

然に支払っている 「設計 」料とは、対照的なものとなっている 。

一方、建築士は建築主から工事監理業務への理解がなかなか得ら

れないため、報酬を得る乙とに対し、諦めに近いものがあると L寸 。

そして、工事監理委託契約による確かな報酬の保証もないままに、

したがって明確な業務への責任感もないままに、憤例として確認申

請書には工事監理者として記名をしてしまう( しかし、これについ

て最高裁が平成15年11月14日、工事監理名義貸しの建築士は賠償責

任を負う判決を言い波したことは、記憶に新しL 、) 。

このように、建築主は工事監理業務への対価を支払いたがらない

こと、建築士は報酬がない( または、十分で、な Lミ) ため、工事監理

業務に力を入れないといったことが、工事監理業務が定着してこな

かった構図と考えられる 。

っとむ)( やまもと
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ガラスの最前線

サブストラクチャーとしてのガラスの可能性

高橋一教

旭硝子ピル建材エンジニアυング側システム事業本部関西支社設計部部長代理

340 
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トラクチャーとしてのガラスの用途を開拓した工法だ。現在、囲内

で加工できる 強化ガラスの最大寸法は 3mX 6 mで、あるが、 6mを

超えるガラスファサードを支持するには従来どおり、透明フロー ト

ガラスを用いたリブ工法にな っていた。昨今のガラスファサード大

型化に伴い、従来のリブ工法相却、股上追従できなくな ったり、ま

たリブ幅が大きくなることによるデッドスペースの増大等、透明フ

ロートガラスを使用したリブ工法には限界があった。継ぎリブ工法

は、 孔明き強化ガラスをボルトでつなぎ合わせる乙とで、長大な泌

を形成し、ガラスフ ァサードを支持するものである( 図 2)。

万一のガラスの自主加や大きな力を負担するこ

とを考えると、継ぎ りブを桃成するガラスは合

わせガラスとなる。ガラスを述結する方法には、

ボルトによる連結方法以外にも、摩擦を利用す

る方法や海外では 3枚の合わせガラスの中央の

ガラスを、 一方を伸 ばし、 他方を 引っ込めて

( 木造の仕口のようなテ' ィテール) それぞれを

組み合わせ、樹脂を注入し一体化 させる方法も

行われているようである( 図 3) 。

〆

日

I DP G工法登場以前

DPG工法の登場によ って、ガラスの使用部位や用途は絡段に鉱が

った。DPG工法を支える技術として 、孔明 け加工の精度、ガラスの

強化処理技術の発達と孔周りの応力解析技術の確立があげられる 。

DP G工法が登場する以前のガラスはサ ッシ粋にはめ込ま れたり、

SSG工法によ ってシールで保持されたりして、ガラスそのものの解

析に関してはメーカーのカタロク1こ記I滅されている計算式にの っと

った“ 電卓で計算できる" レベルのものであ った。この背景には、

孔 Ｑ Ｙｾ け 加 工をしたり、 切 り欠き 加 ｼ 工をしたガラスに荷重が作 用 した

場合、どのような応力が発生するかシミュレーションする技術がな

かったためで、 JASSの規定にの っとり、切り欠き、孔明け加工した

ガラスは強化ガラスとすると定められているように、 “ どのくらい

応力集"1:
1
が起こるかわからないが、とりあえず強化にしておけば問

題ないだろう" と定性的な判断であり、定量的に判断することは出

来なか った。

ガラスの構造的な使用方法として “ プレース " が考えられる 。こ

れは、 “ ガラス耐震壁" や “ ガラス lIi リ振壁" として研究が進められ

た。ガラス耐震壁はガラスの町内剛性を利用して、 地震時の水平カ

に対しブレース効果を持たせようというものである。従来のガラス

の耐慢性能の考え方はサ ッシ粋の変形に対し、ガラスはスライドと

ロッキング( 回転) によ って逃がし、決してガラスに圧縮カが伝わ

らないようにガラスとサ ッシ滞底部のクリアランスを設計するいわ

ゆる “変形追従型" である 。ガラス 耐震壁は、ガラスの 41判にブロ

ックを詰め込み、水平力をガラスに伝達させ、その面内剛性によ っ

て変形を止める “変形防止型" である 。乙の工法を成立させるため

には、ある水平力に対し、ガラスがどの程度水平カに耐えうるのか

をシミュレーションできるかにかか っている 。そこで、笑大サンプ

ルにより綴々なケースを想定した実験を行った。ガラスの支持条件、

品種、ガラス厚の違いによ って破壊荷重にど、のような差巽が生じる

かを確認した。

まず支持条件 として、

TypeA : ガラスの 41判にブロ ッ夕、上下町内 を拘束したもの

TypeB: ガラス上端の加力点と反対側 を面内外 ともフリーとした

もの

TypeC: ガラス下辺を固定端とし上辺をフ リーとしたもの

l ガラスの構造的な使用方法

l 有限要素法を用いた解析技術の進歩

コンピューター解析技術の発述で、有限要素法 (F EM) を用い

た解析技術が進歩し、定hl 的にガラスに発生する応力が予測 される

ようにな った ( 図 1 ) 。そしてその解析技術を基に、様々なガラス

の使間方法、用途が開発されはじめた。

そのひとつが 「継ぎリブ工法J である 。東京国際フォーラムのガ

ラスキ ャノピーをはじめとして、ガラスフ ァサードを支えるサブス
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F E M解析による孔周り発生応力分布図図 1
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以上の3 T'卯eの支持条件において、品種とガ ラス j享を透明フロー

ト8 ミリ . 12ミリ 15ミリ 、強化ガラス 12 ミリで実施 し た ( 図 4 )。

ζ の実験結果から“ ある荷重以上でガラスの而内変位は急増する "

ということがわかった。これはガラスの座屈現象を現すものである 。

また、板! 厚と破域荷重の関係( 図 5 ) から“ 同じ支持条件下である

なら破壊荷重は板厚の 3釆にほぼ比例" し、守 |q長り試験と 比t絞し

て測定値のバラツキが非常に小 さLい “同j平であるならフロート

ガラスと強化ガラスでは、。皮綴荷重に大きな差異はない" ことがわ

かった。この結果を受け、有限要素法によるガラスの座屈19科rr を実

施したところ、 実験値と解析結果は非常に近似した結果を示した

Ｈ 図 Ｖ Ｉ 。 有限要素法によるガラスの座屈 ＱＹｾ 析が可能となっても、安

全率をどう考え、許容座屈荷重をいくらに設定するかは重要な設計

ポイントである 。部位、用途によ って は合わせガラスにするなどの

安全対策を考慮するべきである 。

3 0  

4書
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図 5 板厚と破壊荷重

の関係

う|仮り試験に比べて、バ

ラツ キが ｊ ｉ ， Ｇ￬ｩ ｾＱ こ 小 さ ｌ 、 。

破 ｊ 災病 Ｇｩｩｬｬ は板仰のＳｊｦｾに

ほぼ比例する 。

8  12 

ガラス呼び厚( ミリ)

15 

変形

モード

単位 kN 

巨亘王室3

座 屈 荷 量

FL8 
4. 1 3 .7  

(3 2)  (2. 2)  

FL12 
12. 7 12. 2 

他L E(9. 8)  

PT12 
1(193 8)  

FL15 
|2 m 3) | 1 6 9  

は破嬢荷重平均値、下段は

( 19. 9)  
座屈荷重平均値を示す。

図 6

l ガラス耐震壁とガラス制振壁

地震H寺の綴れに耐えて変形を trll えるものを耐震墜とするならば、

地震時の建物の振動を l吸収し減衰させる制振壁にもガラスを用いる

ことが可能である 。出IJ振構造には地震時の揺れを|吸収させるダンパ

ーが不可欠であるが、ガラス jlj il 振壁も 同様で、組体とガ ラスの聞で

ダンパー 的役割を果たすものが必要となる 。

今回ガラス 制振壁に採用されたダンパーは、 VEM椛造ダンパー

iScotchdampJ である 。V E M (Vi sco Elasti c  MateJi al ) は、非常

に優れた性能を持ったお Ａｩｾ ｬ￬Ａ性体で、ある 。

- 変形を熱に変換して振動を抑える 。

- アクリル系粘弾性体であり、高耐候性である 。

・透明であり、自己接着性がある 。

.  y，則変依存性がある 。

- 鋼板との組み合わせによる jljll 仮ダンパーとして、長年の実績がある 。

等の性質がある 。乙のVEMをガラスと躯体との問に設けることに

30 
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"' . 4 橋ピンの鉄

骨フレーム中

にガラス制振

壁を設置

4 試験体椀要

接合部 炉

図 8 実大スケールのガラス制振壁に動的アクチュ工ータで

正弦波加振

制j辰材

¥ ガラス

とコ

円

V

図 9

より、ガラスを 柔らかく 取り付け、ガラスに荷重を集 "Il させない

Ｈ ｾ｜ｾ弾性体 の変形により 力を 分散Ｉ機 桝が可能にな ったＨ 図 ＷＩ 。 こ

の工法の有効性は、実大試i段においても確認されている( 図 8 、9 )。

今後、このようなガラス面協壁やガラス 制振壁が考えられる用途

として、ビル、古建築などの市捜機構 . lIl iJ 振機構が考えられ、従来

のコンクリート壁のような閉ざされた空間ではなく、透明間仕切り

として、快適な居住空間を提供できるであろう 。

l サブストラクチャーかうメインストラクチャーへの展開

メインストラクチャーに対して、カーテンウオール等の支持材と

してのマリオンや梁、ブレースはサブストラクチャーとしての位置

づけであると考えられる 。現在ガラスは、そのサブストラクチャー

としての桝造材として用途を開拓したと言えるであろう 。海外では

メインス トラクチャーの柱としてガラスを使用している 例も 見受け

られる 。 日本に おいては“ 火" の問題があり、すぐさまメインス ト

ラクチャーへの展開は謀胞が多いごとであろう 。 しかし、“ いつの

日か" とのj羽f寺は膨らむばかりである 。

( たかはし かずのり)



[ お知ら せ]

大阪芸術大学博物館所蔵晶展

1910年- 1920年後半には、蓄音機とレ コードはホーム

エンターテインメントの主役であ った。

大阪芸術大学では、所蔵するアメリカのビクタ一社の蓄

音機13台、当時のS P レコード、蓄音機のカッ トモデル

やホー ン、ゼンマイなどの部品を 、「ビクターの黄金時

代を築いた蓄音機たち」展で展示する。入場無料。

会期 2004年 6月28日 (月) - 7月26日 (月)

10 :  00- 16 :  00 7 / 4 、7 / 11 は休館日

会場大阪芸術大判納

地下展示室 (芸術情報センタ一地下 1階)

大阪府南河内郡河南町東山469

近鉄南大阪線「喜志」駅下車、大阪芸大スクール

パスまたは金剛パス[ 東山j 下車

「チャイナ・ドリームJ 展

兵庫県立美術館で閑

催される「チャ イ

ナ ・ドリーム描か

れた憧れの中国一広

東 ・上海j は、アジ

ア独自の近代美術の

文脈を構築すること

を目指すもの。

18世紀に西洋人向

けに制作された作

品、19世紀前半の

「チャイ ナー ・トレ

ード ・ベインティン

ウィリアム・サンダース

《纏足の上海婦人>> 1870年

福岡アジア美術館所蔵

グj 、20世紀前半の商業ポスターとその原画、中華人民

共和国にな って制作された「新年画」などを紹介する。

会期 2004年 7 月24日 (土) - 8 月29日 ( 日)

10 :  00- 18 :  00 (金、土曜日は20a寺) 月曜休館

会場兵庫県立美術館企画展示室

神戸市中央区脇浜海岸通 1 - 1 一 1

阪神電車「岩屋J 駅下車、徒歩 8分

入 場 一 般1200円、大高生800円、中小生400円

招待券希望者は、日本建築協会 (06- 6946- 6981 ) へ。

“ 建築材料かう「環境」を考える"

附日本建築材料協会「建材情報交流会」では、 下記講座

をシリースで開催しており 、ホームページ (htlp: l/www.ken

zai .or.jp) でも参加者を募っている。

会場大阪科学妓術センヲー

大阪市西区靭本町 1- 8 - 4

定 員 先 着60名

参加資 日本建築材料協会会員500円、一般1000円

・第10回省エネルギーPA R T- II

2004年8 月5 日 (木) 13 ・30- 16: 30 

「屋上緑化、ソーラー発電等による省エネルギーJ

問い合わせは、TEL 06- 6443- 0345へ。

n f o r ma t i o n  

第2 4回大阪まちなみ貰募集

大阪府域内の建物及びまちなみを対象として、景観上優

れたものを表彰してきた大阪都市景観建築賞 (愛称大阪

まちなみ賞) は、ハガキ友ぴホームベ ジにより推薦を

受け付けている。受け付けは 7 月31日まで。

. 建物 : 1999年 8 月- 2003年 7 月末に完成したもの

(建築確認申請が必要な物件については、検査済証が発

行されていない場合は対象外となる)

・まちなみ : 2003年7 月末までに完成したもの

推薦された建物やまちなみについて審査し 、この賞にふ

さわしいものに大阪府知事賞、大阪市長賞、大阪府建築

士会会長賞、特別賞、奨励賞、緑化賞が授与される。表

彰発表は11 月中旬予定。

問い合わせ・推薦ハガキ送付先は、大阪都市景観建築賞

運営委員会 (〒540・0011 大阪市中央区農人橋 2 - 1 - 1 0

大阪府建築士会内、TEL06- 6947・1961 、F AX06- 6943・

7103) 。または http:// w w w.pref .os aka.jp/ken  sh i/  

utukusi i /mac hi. ht mへ。

滋賀県立大学で教員公募

滋賀県立大学環境科学部、大学院環境科学研究科では、

教授 1名 (環境建築学、環境計画)、 講師 1名 (環境建

築学、サスティナブルデザイン) を公募している。いず

れも採用予定は2005年 4 月1 目。国籍は問わないが、

日本語による講義か可 能であること。

履歴書、研究業績リスト等の応募書類提出は2004年9

月1 日 (当日消印有効)。

問い合わせは滋賀県立大学環境科学部 ( 干522- 8533

滋賀県彦根市八坂町2500) へ。書面のみで受け付ける。

滋賀県立大学のURL http://www. usp. ac. j p 

ecobui l d賞応募作品募集

エコビルド実行委員会は 、「地球環境 ・建築憲章J の鍾

旨に沿って取り組まれた建築、都市計画、これに類する

もので、1990年 1 月1 日- 2003年12月31 日に日本国

内で竣工したものを対象とし 、応募作品を募集中。

用途 ・規模は問わない。

応募登録 2004年7 月1 日 (木) - 8 月10日 (火)

作品提出 2004年7 月20日 (火) - 8 月20 日 (金)

電子データ で提出

一次審査 2004年9 月10日までに行い、応募者に通知

二次審査 2004年10月5 日15時ま でにプレゼンテーシ

ョンボード、テキストを提出

2004年10月1 3 - 1 5 日ecobui l d 2004会場

内展示、公開プレゼンテーション、公開審査

問い合わせ・提出先は 、工コビル ド実行委員会事務局

ecobui l d賞係 ( 〒11 2・0014 東京都文京区関口 1

2 4 - 8  デルフ ァイ研究所内 、TEL 03- 5261- 4551、

FAX03-5261 -5023、http: //www. ec obui l d.jp)。

「防犯建物部品の普及展」

日本ロ ック工業会は 、“防犯性能を高めるリフォーム"

をテーマに出展企業141.士、出展団体 4 団体による2004

ロックセキュリティ ・フ ェアを開催する。

日時 2004年 7 月23日 (金) 10: 00- 17 ・00

2004年 7 月24日 (土) 10:  00- 16 ・00

会場マイドームおおさか 1階展示場

大阪市中央区本町橋 2 - 5

地下鉄中央線 ・1界筋線「本町J、谷町線「谷町四

丁目」下車、いす.れも徒歩 7分

展示防犯性能を高めるためのリフォームが中心

ソールフォード市が都市計画のアイデアを募集

英国ロ ンドンの北西250マイルに位置するソ ルフ ォ

ード市は 、世界の建築家、デザイナ一 、プランナ一 、

経済の専門家との コラポレー ションを求めており 、岡

市の中心部をリニューアルし新しい息吹を与えるプロ

シ、工クト「ルネ ッサンス ・ソールフォ ードJ を立ち上

げる 。このプロジ、工ク 卜の対象となるのは、 Ordsal l 、

Broughto円、|附ell 、Riverside、Langwort hy、Kersal 、

Cl ar emont 、Weas t e、Seedl ey地域を含む2000haを

超える面積と 72000人の人々 。ソールフォードの情報

はwww.sal ford.gov .ukに掲載。

Consul t ant s Br i ef - CENTRAL S A L F OR D VI SI ON 

A ND  R E GE NE R AT I ON F R A ME WOR K  (請求 1;1: 、

Col et t e .  hi l t on@s al ford.gov .uk または mi yauchi

@ fl ei shaman. comへ) を一読の上、A 4 判10頁以内

にまとめた参加申込希望 (下記事項記入) を2004年7

月16日までに提出する。

- 応募者の、特に都市 ・地域のデザインプロジ' ェク卜

にかかわ った経験等の詳細

・応募者と共同で作業するチームとメンハーの詳細

• rルネ ッサンス・ソールフォード」を実現するため

に必要なビジョン、課題に関する応募者の見解

なお団体で応募する場合は、

- チームの責任者を明らかにし 、メンバー各自の作業

分担を明確にする。

・過去 2年以内に担当 した都市 ・地域デザイン分野で

のクライアン 卜か らの推薦状 2通を添付

・選定委員会から送付する所定の申込書に必要事項を

記入

書類提出製本応募書類 4部、及び製本前書類 1gs を

郵送。さらに 11却を CD- Rにし郵送、また

はE メールで送付する。Faxは不可。

送 付 先 Col et te Hi l ton 

Cont ract  Management， Corporat e 

Servi ces Di rectorat e， Sal ford Ci ty Counci l ， 

Ci vi c Cent r e， Chor l ey R oad， Swi ndon， 

M2 7  5FJ  Uni t ed Ki ngdom 

E メール col et te. hi l ton@sal f ord.gov .uk 

応募選考結果は、2004年11 月に発表予定。
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第6回旧本建築協会見入賞発表

日本建築協会賞

戸建免震住宅の研究開発と

その実用化ならびに普及

株式会社 一条工務庖 代表取締役社長 山本庄一

一条工務J; 5 は設立以来地震に強い家づくりをモットーに活動し て

きたが、その成果は阪神大震災で証明された。 しかし 「真に地震に

強い住宅J をつくるため、技術面、制度面、コスト商などを見なお

し、あらたな談題解決に取り組んだ。

まず、技術面ではすべり支承と積層ゴムからなるシンプルな免震

システムを確立し、新たに開発した免震層の変位を制御するスト ッ

パーを組み合わせ、住宅特有の言 ｾ 題にも対応、できる免震システムを

開発した。また、 jl 制度面では、 個別認定の問題点を解決する ため、

一般認定の取得や建築基準法改正対応としての 「構造方法等の認定」

を取得した。 さらにコスト面では、シンプルな構造による免震化に

より、 H 皆坪数あたり 10万円台と L寸低価格を実現し、維持管理貨

の削減も図 られている 。また、施主への安全 ・安心感保持のため、

竣工後の保証については保証書等の発行により、充実した迎用シス

テムがとられている 。

一条工務屈の戸建免震住宅の着工件数は阪神大震災以降、約10年

間で1∞0棟を超えている 。これは全国の戸建免震住宅の約95%とい

日本建築協会賞

永年に宣る建築関連書籍の出版

株式会社鹿島出版会 代表取締役社長 新 井 欣 弥 (当 時)

鹿島出版会は昭和38年 (1963年) 3月、「出版事業を通じて文化

の向上に寄与した Lリという 創立者鹿島守之助の基本理念のもとに

設立され、平成15年に創立40周年を迎えた。

総出版点数は3∞o点を超え、建築系専門出版各社の中でも鮮を抜

く出版点数を諮 っている 。 とくに、 同社の代表的書籍ともいえる

I S  D選書」シリーズは既刊 230冊、総部数 1∞万世II を超え、建築系

学生をはじめ一般読者にも幅広く愛読されている 。また、土木・建

築関連の技術訟の品 目は業界屈指であり、単行本のほか、「建築椛

造学」や「土木教程選告」等の教科書、実用蓄のシリーズものも l':l:l

版し、全国 200余りの大学 ・短大 ・専門学校などで教材としても採

用されている 。

なかでも、教科書「建築計画 1J ・ 「建築計画 2J は発行累計が

9万部以上に達しており、年々、採用校が増えている 。

近年、 出版業界を取りまく状況は情報の多様化 と高度化によ って

様々な試みがなされているが、同社が年 l 回開催する I S D レビュ

ーJ もそのひとつといえるものである 。
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う驚異的な数字であり、同社の優れた住宅免震技術 をしめすもので

ある 。2002年、 1:1本免震桝進協会より、日本免震構造協会賞技術: u・

(特別賞) を受賞。学術的にも高く評価されて いる 。
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これは、 実施を前提とする建築作品を一般公募し、優秀作品を選

ぶという設計コンぺティシ ョンであり、若手建築家の登竜門的役割J

を果すものして注目されている 。

「良書の出版j という創立H寺の原点を守る 同社の様々な取り組み

は各界から高く評価i されており、過去1971年の毎日 出版文化賞、

1990年の日本建築学会文化:11など数々の貨を受賞。

永年にE る同社の建築関連訟絡の出版は建築界への貢献はもとよ

り、わが国文化の向上に笥t与するところ多大なるものといえる 。



日本建築協会賞は、協会創立70周年

( 昭和62年) を記念し 、これを契機と

して 、建築界における 総合団体と して

の性格にもと づき、建築に関わるあ ら

ゆる分野にお いて社会に貢献した団体

または個人に対して 、その業績 を讃え

るとともに 、わが国文化の向上と公共

の福祉に寄与することを 目的として創

E生され ました。

ろ、締切 日 (平成 15年10月30日) ま

でに 、10件の応募があり ました。

第 6 回日本建築協会賞選考委員会 (顧不問 ・敬称略)

金多 潔/ 京都大学名音教授、前社団法人日本建築協会会長

今回の選考に際し 、第 6 回日本建築

協会賞選考委 員会 (委員長 金多i索、

同委員 9 名) にて慎重 に審議いたしま

した結果 、日本建築協会賞 2 件、日本

建築協会賞特別賞 2件を 選定しまし た。

井上 豊/ 大阪大学名音教慢、財団法人日本建築総合杭験所所長

片倉健雄/ 元近般大学教慢

鴻池 一季/ 株式会社鴻池組代表取締役会長

下笠晃右/ 大阪地下街株式会社建設部長

立成良三/ 財団法人大阪住宅センター理事長

今回 、その第 6 回の実施にあたり 、

広 く各界に応募 を呼びかけましたとこ

平成16年 6 月16日、日本建築協会平

成16年度通常総会の会場にて 表彰式 を

挙行し 、それ ぞれの業績に対 し、賞状

並びに賞牌 を授与いたし ました 。

堀田 修二/ 鹿島建設株式会社常務取締役関西支庖副主庖長

松岡憲生/ 株式会社きんでん取締役副社長

八木俊樹/ 株式会社安井建築設計事務所常務取締役大阪事務所長

和田 克朗/ 財団法人日本建築センター大阪事務所顧問

日本建築協会賞特別賞

大阪市中央公会堂の保存 と再生、活用

「大正浪漫を次世代ヘ」

大阪市長 関 淳一

大阪 市中 央公会堂は大正 Ｗ 年に竣工、 ｈ ｾＪ 日 ＱＲ 年の大改装を経て平

成11年まで、赤がR瓦の公会堂として広く親しまれてきた建物である 。

H召利40年頃から、建物本体の老朽化や設備 機能上の問題にあわ

せ、公会堂を合む中之島地区の歴史的建造物の保存 - 再開発につい

て議論さ れるようになった。

昭和63年、「保存の方向性」を決定した大阪市は平成元年、学識

経験者を 中心 に「中央公会堂将来桃想検討委員会J を設置、「保

存 ・再生J のための具体的な方策が論議された。

平成 3年、 問委員会の答申をうけ、将来にわたり 一層活用さ れる

「公会堂」に再生させるため、今回の保存・再生工事が実}i起された。

工事に際しては、 外観の保存はもとより、耐i主性能の不足を解決

す るため、「免震椛法」が採用され、大規模な 椛 進上の型 ｾ Ｇ ｶｗ がおこ

なわれた。また、 内部は空調 ・照明 ・音響等の設備の改修とともに、

大正浪担aの香りを残す貴重な 内部13匠等が全面的 に保存修復され、

歴史的、文化的にも優れた名建築がJ写生された。

平成14年、国の重要文化財に指定された大阪市中央公会堂、この

日本建築協会賞特別賞

二十一世紀の都 J 心

「六本木ヒルズ」の実現

森ピル株式会社代表取締役社長 森 稔

東京 ・港区のほぼ中央で、約11. 6haの大規模な民間再開発が完成

した (2003年 4 月) 。 日本経済の大きな変ifY) J例をはさんで17年の歳

月を要した事業であるが、 |切りとな コンセプ 卜を貨き、多数の地権者

の合意を得て実現したことは、高く評価される 。地元と結びついた

数多くの業務ピルの建設を手掛けてきた森ピル(紛が、 1986年に完成

した:複合ピル静アーク ヒルズの経験から、 世界の 1'1=1心都市の動向 を

視野に入れた、 日本の首都東京の古1¥心のあり方に、大きな提案を試

みたものである 。

それは21世紀の国際間競争に生き抜くことを目指す古1¥心づくり

で、高層化・コ ンパクト 化することによって多機能を集約し 、ゆと

りを持った空間で自 己表現のチャンスを増やそうとするものであっ

た 。 ｲ ｬｾ ｙ ｊ く、住む、遊ぶ、ＡＡｬｦＨう、学ぶ ｊ 機 能を Ｑ ￭ Ｚ ｬ Ｚ ｪ たす術づ、くりを目

指した。 2本の幹線道路が通り、各国大使館やメディア |業|係、文化

エンターテイメン卜などが周辺に立地 しており、必ずしもポテンシ

ヤルが高いとはいえない地域であったが、そのプラス面を積極的に

生かす方針がとら れている 。

度の保存 - 再生工事は、単に「残すj ための保存でなく、税額的な

「活用」のために保存を行った事例 として高く評価 されるものであ

り、とくに都心に残る歴史的建築物の保存活用を考える 上でもよき

参考となりうるものである 。

ランドマークとして計 画 された54階建のオフィスビル (上部 5r習

は森アーツ センター) 、ホテル、シネマコンプレックス、 レジデン

ス4椋とテレビ朝日本社ビルを含み、駅前プラザ、毛利庭園( 保存)

と泣かなオープンスペースが実現している 。また、 低層部の多くが

200を超えるショップ - レストランからなっており、新鮮な賑わい

をもたらしている 。

また、特定電気事業による発電、 地域冷暖房、 地域"1"水道、雨水

利用施設、防災井戸を整備しているだけでなく、 地区内の12練の建

物の管理組合と団地管思! 組合のほかに、こ れらを統一管理するタウ

ンマネジメン卜が用意さ れている 。

33 



暑中お見舞申し上げます

名祥会長

市
I

 

l

 

E

.

，，
， 宏

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 会 長

⑤主11-0044 大阪市中央区伏見町4- 4ー 10 j世話06 (6202) 0391 

奥 村 正 樹

株式会社 オク ジュ ー 取 締 役会長

⑮ 530-0047 大阪市北区西天満5丁目3番7号

f世話06 (6312)  4131 

佐 々 木 徹

西日本建設業保証株式会社 取締役社長

⑥ 550∞12 大阪市西区立究掘2丁目l番2号 電話06 (6543)  2553 

名誉会長

佐 野 正

内 藤 正 克

株式会社 内藤建築設計 事 務 所 相談役会長

＼ＡｩｬＶＷＵＭ ＱＳＷＹ 兵庫 ｾ ｾ ＮＯ ｊ 、野市上本町 ＲＴＰ 小野ピル電話 切手 Ｑ (62)  4757代

町 7忌1362 自宅 ・則 B' ; 1" ，小野市久保木町l間 電話0794 (62)  4倒

中 村 光 男

平成16年盛夏

宮 本 博 司

株式会社 宮 本 工 務 設 計 事 務 所 代表取締役

者 ｾＶＶＵ 羽 ＲＲ 兵雌 県 宝塚 市野上 ｬ 丁 目 Ｒ 番号 Ｑ 号Ｈ宮本ピルＩ

電話0797 (71) 似31大代衣

FAX0797 (71)  5139受信J!J.

E- mai l :  mt o@gold. ocn. ne. jp 

URL:  http : //宮本設計。jp. io 

神戸支l 1i T E L &F AX  078- 997-0371 

村 石 全

株式会社クトクコーポレーション代表取締役社長

⑨ 65ι ∞21 大阪市浪速区幸町2丁目5番3号 電ITIi 06 (6568)  3671  

日 鐙 設 計 取締役社長 ⑤ ＵＹＶ 羽 目 工場岸和田市木 材町 Ｙ 番 地 の Ｓ 明Ｑｴｾ Ｑｩ ＰＷＲＴ (37)  2524 

<!l!i 649- 7167 工場 和敬山県伊都郡かつらぎ町移430番地

⑤ 54凶 528 大阪，Ii 中央区布施僑4丁目6冊2号 電 話06 (6203) 幻61 電話0736 (22)  7鎚O

真 塚 達 夫

株式会社 *如l建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

ｾＵ ＴＱ ＭＰＰＴＴ 大阪 市中 央区 伏見町 Ｔ - 4 ー 10

電話06 (6202)  0391 

松 原 満 佐 子

株式会社安井建築設計事務所代表取締役相談役 有限会社 柳 々 堂 代表取締役

⑮ 54ι ∞34 大阪市中央区山田T2丁目4番7号電話06 (6島13) 1371代 -!!!>55 O瓜氾3 大阪市西区京町姻1-12-3 恒ｾＱｩ ＰＶ (6443)  0167- 8  

<!i! 662∞64 自宅 西宮市雲井町4の9 j世話0798 (72)  1569 F AX 06 (6443)  1826 

良成寸一

財団法人大阪住宅センタ一 理事長

⑤ .542∞81 大阪市中央区南船場4丁目4番3号

御堂筋アーバンラ イフピル4F

電話06 (6253) ∞71 

FAX06 (6253)  0145 

名誉顧問i

薬 袋 公 明

日 建 設 計 名誉会長

⑤ 541-8528 大阪市中央区高疏樋4丁目6番2号電話06 (6203)  2361 
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山 本 士

王 邑

貝

? ，i J j 陽電気株式会社 代表取締役

⑮ 530-0005 大阪市北区中之品3丁目2帯4号 包 括06 (6385)  1361 代表

朝日ビルデイング内

⑮ 565-0873 自宅 ・吹田市藤白台4丁目 23帯8サ

電話06 (6871)  0851 

和 中 勝

株式会社 和 中 商 庖 取 締 役 相談役

⑤ 531ω72 大阪市北区挫崎5丁目8番11号

電話06 (6371)  0731- 5  

⑨ 150∞31 ll !京都渋谷区絞丘町]]- 5 電話03 (3464)  9723 

ｾ Ｕ ＳＭＰＸＰＴ 名古屋 市中 村区 黄 金 通 Ｓ 丁 目 ＳＴ 番 地 電話 ＰＵＲωＸＱ Ｉ ね ＳＸ

-!!!>662-O836 自宅 ・西宮市大畑町10-22 電話0798 (67)  0386 



暑中お見舞申し上げます
平成16年盛夏

設計事務所有志

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 岡 本 1青 彦

〒556- 0016 大阪市浪速区元町2丁目 12番30号 難波KI ピル 電話大阪 (06) 6646-0161(代)

株式会社伊藤建築設計事務所

代表取締役会長 織 田

代表取締役社長 森 口

愈 史

雅 文

本社 名古屋事務所 〒460- 0002 名古屋市中区丸の内一丁目 l晴 15号 (桜通ピル) 電話 (052) 222剖 11

東京事務所 〒101-0021 東京都千代田区外神田三丁目5番12号(聖公会神田ピル) 電話 (03) 5294- 6211 

株式

会 社
瀬戸本淳建築研究室 I S09001  

代表取締役 瀬 戸 本 1字

や11戸事務所 干650- 0024 神戸市中央区海岸通1丁目 1- 1神戸郵船ビル TEL078- 333 - 0138 

東京事務所 干151 - 0071 東京都渋谷区本町3-39-3新宿ビジネスタワー TEL03 - 5302  - 0138 

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

取 締 役 会 長 市 川

取 締 役 社 長 真 塚

宏

達 夫

本 社 大 阪 事 務 所 〒 5 4 1- 0 0 4 4 大 阪 市 中 央 区 伏 見 IIIT 4- 4- 10 T el  (06)  6 2 0 2- 0 39 J  

h t t p : / / w w w _ t o h a t a _ c o _ j p  

大 阪 - 東 京 - 名 古 屋 - 九 州

日 建 設 計

取 締 役 社 長 中 村 光 男

京

阪

屋吉

東

大

名

102- 81 17  東 京 都 千 代 田 区 飯 田 橋2 丁目 18 番3 号

5 4 1 ・8 5 2 8 大 阪 市 中 央 区 高 麗 橋 4 丁 目 6 - 2

4 6 0-0 0 0 8  名 古 屋 市 中 区 栄 4 丁 目 1 5 - 3 2  

電 話 ( 03) 5 2 2 6 - 3 0 3 0  

鱈 話 ( 06) 6 2 0 3・2 3 6 1

暦 話 ( 052 ) 2 6 1  - 613 1  
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コストコン サルタン卜 建築積算 ・概算・ VE 建築積算シス テム 開発

。 株 式 会 社 日 積 サ ー ベ イ

代表取締役 生 島
'三'"

主主 幸

本 社 干540-0012 大阪市' i _ ' 央区谷11汀3丁目 I番9号 M G大手前ピル

T E L  06-6944-2755 F A X  06・6944・2390

東 京 支 所 〒106-0041 * 京都港区麻布台1-4-3 エグゼクテ ィプタワー麻布台401号

T E L  03-5575-5045  F A X  03-5575-5046 

htt p:// www. nissek i- survey. co. j p  

指 安 井 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役社長 佐 野
士

口彦

本 来1: 〒 540- 0034 大 阪 市 中 央 区 島 町 2 - 4 - 7 TEL (06)  6943- 1371  (代表)

支 社 大 阪 ・東 京 ・名 古屋 ・広 島 ・九 州 http://www.yasui-archi .co. j p/  
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建設業有志

ￄｳ￤￱￪ｾｭ￡＠
株式会社浅沼組

取締役社長 浅 沼 健

本社・大 |坂 本 庖 大 阪 市 天 王 寺 区 東 日 津 1
1
0- 1 2 番 6 号 電 話06( 6768) 5222

東 京 本 J苫 東 京 都 新 宿 区 荒 木 11町 5 番 地 電話03( 5269) 3111

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 南 三丁目 3番44号 電 話052( 571) 5571

支 庖 北 海 道 ・東 北 北 関 東 ・ 横 浜 ・ネ111戸 ・広島 - 九州

4・h

株 式 会 社 大 林 組• 取締役会長

取締役社長

大

向

林

笠

剛

"虞

げ

ハ

ド

・
向
広

OBAYASHI  

東 京 本 社 東 京 都 港 区 港 南 2 - 1 5  - 2  電 話 03( 5769) 1111 

本 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 4 - 3 3  電 話 06( 6946) 4400

支 庖 札 幌 - 東 北 ・横 浜 ・北 陸 - 名 古 屋 神 戸 - 広島 - 匹|国 - 九州

z、株 式 会 社 奥 村 組

取締役社長
奥 村 太 加 典

本 社 〒545-8555 大阪市阿倍野区松崎町二丁目 2番2号 電 話 大 阪 (06)6621- 110l (代表)

束京本社 〒108-8381 東 京 都 港 区 芝 五 丁 目 6 番 l 号 電 話 東 京 (03)3454- 8111( 代表)
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ii 1鹿島 代表取締役社長 梅 田 貞 夫

常 務 取 締 仙 、山 ム山 守

KAJ I MA 仁ORPORAl l ON 関 西 支 庖 i i也 捕 盆

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7 電話 03( 3404) 3311( 大代)

関西 支 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 1 - 3 - 1 5 電話 06( 6536) 3311 (大代)

人がつくる、人の場所。

A T剛 @

清水建設

取 締 役 社 長

執 行 役 員 副 社 長

関 西 事 業 本 部 長

野 村 哲 也

増 島 修

本 社東京都港区芝浦 1 - 2  - 3 電話 03( 5441) 1111

関西事業本部 大阪市中央区本町 3 - 5  - 7  屯話 06( 6263)2800

大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭 ｾ司 ::t 来且

本 府 大 阪 市 西 区 西 本 町 2T 日2帯 11号

なにわ筋ツインズ ウエス 卜

TEL  (06)  6531  - 6431  

オZ

社 東 京(都03)千3代 田 区 一 番 町 3 1番 地

社 長
銭

主恒当 ｾ
差Eコ

T EL  (03)  3265 - '1611 

支社 支 庖 大 阪 東 京 ー北 海 道 東 北 北 関 東 千 葉

横 浜 北 陸 名 古 屋 ー神 戸 広 島 四 国 九州

U R L  htt p :// w w w. z eni t aka. c o. j p/  

之出- 大戚建設株式会社
T  A  I  S  E  I  

社 長

官". '1' :8 

1関 西支 j苫長

葉

寺

山

下

_，_，_・

' 三:=-

フロ 児

均

本 社 東京都新宿区西新宿l丁目 25番l号新宿センタービル T EL03(3348)11l 1大代表

|謁西支 庖 大 阪 市 中 央 区 南 船 場 1 丁目 1 4 番 1 0 号 T E L 06( 6265) 4504

ホームページ h町p :  // www.  tais巴i. co.  j p/  

@  雲蓋竹 中工 務 庖

取締役社長 竹 中 統

〒541- 0053 大阪市中央区本 町4丁目 1 - 13 電 話 大 阪 (6252) 1201番 (代表)

@ 戸 田 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 力日

常 務 聯 駄 阪 班 長 浜

藤

辺

久

鶴

郎

志

本 社 〒104- 8388 東京都 中央区京橋1丁目 7番1号 T EL 東京03( 3535) 1354

大阪支庖 〒550- 0005 大阪市西区西本町1丁目 13番47号 T EL 大阪06( 6531) 6095

支 庖 東京 ・千葉 ・関東 ・横浜 ・北陸 ・名古屋 ・札幌 ・東北 ・広島 ・匹個 ・九州、|
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暑中お見舞申し上げます
平成16年盛夏

団体・報道・建材有志

社団法人日本建築協会京都支部

支 部 長 望 月 秀 祐

〒 604- 0944 京都市中京区押小路通柳馬場東入京都建設会館別館電話075(211)2857'2877

社団法人日本建築協会中国支部

支 部 長 古 林 敏 郎

〒730- 0042 広 島市 中区国泰寺町1丁目 8 - 4日興ビル内 T E L  082( 244) 2111 

書 社団法人日本建築協会東海支部

命

支 部 長 松 本 壮一郎

〒460-0008 名古屋市中区栄4丁目 3- 26( 昭和ビル5階) 電話 052( 261)1451

社団法人日本建築協会和歌山支部

支 部 長 東 野 信 義

干640-8045 和歌 山市ト半町38番地建築士会館内 電話 073( 423) 2562

社団法人 日本建築材料協会

よ』

Z ミ 長 藤 井

---.・
' "CEf司戸

貝

干 550- 0003 大阪市西区京 町堀 1丁目 3番 13号辰巳ピル91暗 電話06( 6443) 0345 F A X06( 6443) 0348 

htt p://www. k enzai.or. jp/  



建築・イン テリア・大工・設備・リフォーム ・土木・ 環境・ロボ ッ 卜・機械 ・C A D

，.._，Si nce 189S，.._， 

大阪市北区天満1丁目 9番27号 干 530- 0043

TEL:06・6352- 0091 (代表) FAX: 06-6352・2861

O C T  大阪工業技術専門学校 Www. oct. ac.JP iiiii 0120-091 0-19  

建設業界でもっ ともイ言頼 読ま れている 日刊情報紙

1955年創業

日週
株会社式

建
-百又J1， 

日 幸良 社

社 王 重 ネナ

本 干土 寄 5 5 0 - 0 0 0 6 大 阪市 西 区 江 之 子 島1 一7 - 3  T E L  06( 6444) 2405 - 9  

lJ U  査官 吾 5 5 0 - 0 0 0 6 大 阪市 西 区 江 之 子 島 1 - 6  - 2  T E L  06( 6444) 6431 - 4  

-
山本窯業化工株式会社

Y AMAMOT O Y OGY O 

代表取締役社長 山 本 泰 通

本 社 干564- 0051 大阪府吹田市立津町41- 20 TEL( 06)  6338・8601 F A X( 06) 6338- 8606 

大 阪 支 庖 〒564- 0051 大阪府吹田市農津町 8 - 7  TEL( 06) 6338- 8701 F A X( 06) 6384- 0557 

支庖 ・営業所 東京 ・名古屋 ・前十岡 ・広島 ・福岡 ・仙台/ 福崎工場

UNION 

園図

記ユニオコ
代表取締役社長 立 野 純 三

www. ar t uni on.c o.J P  

本社 大阪市西区南細江2・13-22 干550-0015

大阪支盾 大阪市西区南姻江2-13-22 干550-0015 teI06-6532-3731 fax06-6533-2293 

東京支庖 東京都江東区白河2-9-5 干135-0021 tel 03・3630-2811 fax03-3630-2816 

名古屋営鎌所・ショールーム名古屋市中川区舟戸町3-20 干454-0805 teI052-363-5221 fax052・363-5255

アトリ工ユニオン/ 東京 東京都中央区日本栂室町4-5-1 干103-0022 tel 03-3517-18 t8 fax 03-3517-1819 

アトリ工ユニオン/ 大阪 大阪市西区南細江2-13-22 干550-0015 teI06-6532-8920 fax 06-6533-0224 
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よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設 備 . 冷 暖 房 設 備 消 火 設 備 の 設 計 施 工

空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

(設計 ・胞工)

村 f 額面眠術主工葉両大阪本庖

組朝日工業社
干531・0071 大阪市 北区 rl ' i:lt六丁目 8 番4 号

T E L  06-6458- 3628 (代表)

干 108-0023 m京都 港区芝浦三丁 目6'待18号

T E L  03-3452- 7441  (代)

札 幌 ・東北 ・新 潟 ・ml湖東 ・椴 浜 名 古 屋 ・九州

大阪本j苫

干上本

東京都港区浜』合同Tl - 25- 7 泣訴03 ( 3432)  5711 

大阪市淀川 区加ね1- 58- 59 'i!j: : [;06 (6302)  2270 

北海道/ 京北/ 北関東/ 械 浜/ 名占屋/ 中国/ 九州

本 社 ・本/;5

大 阪 支 社

支 / . 5
庖支

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ〉械式会社

本底大 匝本社 干550-0002 大阪市阿区江戸掘 l 丁目9昏25号 需 品 (06)6441-8231

東 京本社 〒 102-0071 東京都千代田区富士見2丁目 15番10号 7世話 (03) 326卜8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 難 所 幣広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・良野 ・静岡 ・畳間 ・ill ・r.r山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那誠

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海外宝庫 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北本弁390番地電話(0492) 58- 1511  

入がいる多彩なフィ- ! レドで、

新しい限界に挑戦しています。

社

A

Q

一

A

CHOY O 

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 貴 士

〒 5 3 0 - 0 0 05 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝 日ビル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5)  1  3 6 1  ( 代) F AX  0 6( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

キ土本

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

高 橋 久

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電話大阪 (6202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部 ・九州

i A '¥ 産 業 設 備

1 /豆、l 水 処 理 施 設

マー 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 ii' f 光

常務取締役l則Ily支ml* 本 木 村/'j

大阪市淀川区宮原3-4.30 ニッセイ新大阪ビル 電話 06 (6350) 創 00

東京町1I千代凶l豆有楽P
1
f l - 4 - 1 屯 訴 03 (3502)  6J  03 

北海道 ・ Ｊ Ｍｬ ｴ Ｇ ｗｉ ｊＡ ｬ ・ 千長 ・ 横 浜 Ｎ ｾｴ ｬ を ・ 名 古 段 ・ ｊ ， ｭ ， 神戸 ・ 問 問 ・ 中 国 ・ Ｉｌ 州

社
. A  

z:  

空 気調 和設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

常務取締役支社 長

関 西 支 庖

本 社

支 1苫

電 気 設 備 設 計 施 工

締 式 会 員 三 輿 討

上 田 正 雄

。
空 気 調和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三発空調
代 表 取 締 役 社長

大 阪 市北 区堂島浜 1 - 4- ] 9 ( 日土 地 立 ぬ ピル)

T起 訴 0 6 ( 6 4 4 2 )  3 6 7 1  (代)

東 京 都 中 央 区 円 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7 8  (代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ネ土

底

本

支

大阪市 北区西 天満3丁目 13番20 号 泣話06- 6363- 167J  

東京都新宿区西新宿新宿住友ピ Jレ flL話03-3344- 791 1

大阪市北区西 天 満 Ｓ 丁目 ＱＳ 番 ＲＰｾｽ i l1話06-6363・1371

仙台 ・繍浜 名占庖 ・京郎 神 戸 ・ 広Ｏ ［ ｾ . 福岡

本 社

東京本J巨

大阪本応

支 応

営業所

O K U J U  

密室?j(gfJlf!jj.をもお島む危認鑓拶窃@

「大規模天井無足場工法j

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

( . J  よりよき環境へ繍で挑む一一 一

守 株 式 会 社 精 研

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II 話16号( オートセンターピルト2階)

干 542- 0066 ' l [ i 話大阪 (06) 6 768 - 5  0  3  1代表

電話 大阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 ー 1 6  5  1代表

京都文京区小石川1I 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

干112 0002  1Uii 2i (03) 5  6  8  9  2  3  5  1 代表

社

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530.0047

TEL(06) 6312.4131 FAX(06) 6312-7998 

東京・九州ー情浜・南九州・名古屋 ・上海

メンテナンス

東 京 支 社

内外袈創作パネルーシステム天井間仕切

依託金社オクジュー

大阪市西区西本町 l の13の33

T EL. 06- 6532- 0  6  4  1  ( 代表)

FAX. 06- 6535- 5 18 1  

天理市丹渡市新町 4 9  

本

天理営業所

⑪ 十u材 業 舵

40 

あ 三

込てh

AZ; 喜J
f民4- i 良一ク

工 Ｎ｢ｌ ｾ ス

Z株量話

相l 式 干ニニ

3 ア目 ¥¥ 

は去 孟主主

社 三二五



デンカC S Aファミリー製品

-子二.I DCS A ( 膨張 |叩 和 材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二Ｎｉ Ｐ Ｑｦｾ，ヨニ Ｎｉ Ｈ クラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二ＮＱ Ｐ 司 ｆＳ ーデ・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ意 義一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
.ョーニ.I 0 E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・ョーニ.I 0ZI OOO(製品用超高度1昆和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

ネ土

A

G

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 ｔ ｅ ｌ 本社 ・ 京都 ・ Ｊｉｾｬ 聖 ｩＧ ( 0 7 7 2 7 )  2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

冨式株産浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

T EL 大阪 ( 0 6 ) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土

A

Q

2

 

郷

T E L  ?主主賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

式株成化東ネ土

A

Q

玄式株産物洋光

6 2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0 6)  T E L 大 阪

- 却 制 ' 蝶 ポスター カタログ1 ( ンフ l nト.. 11.年鑑. 往J e.

鑓I l 文字画像データ処理

・メディ7 . . S Pプランニングコンザルテインク.ITソJ ョーシヨン‘

web.及びメディアコンテンツ企l HJfJ

• ，、刷会社NPGーポレーシヨン

本 社 干5ぉ∞43 大阪市北区天満 1・9 ・19

tel: (06) 6351- 7271 ( 代) fax: (田) 6352- 7479 

第二ピル干53ι ∞43 大阪市北区天満 1-1 1・B

tel: (06) 6351 -0128 (代) fax:  (06) 6351- 0208 

東 京 支 社 干105- 団氾4 東京都港区新婦6- 17- 2

tel : ( ω)  3433・5211 ( 代) fax:  (03)  5776- 7733 

1  (1自社名ナニワ印刷閥、日本データネット4側}

のぷ［こたｾ
V パ γ - - ¥; 7

w巴 have hope  

Digi tal  Pri -Press 

雌 ｅ｡ 凪劃凪ｾ⑭ｾ恥

傾取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

開l one.06- 6351・5428 Fax.06- 6351・5299
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うしをより心地よく過ごすために 。毎日の

合住宅にとっての快適性や使いやすさを基本かう見つめ直し、

美しさと機能性を追求した住空間を目指しました。

永住が求めうれる集合住宅のために、

これかうの新しい標準を提案します 。

事去

気の利いたセンス& クオリティで

生活空間を創造する、

新しい提案へ。

機本

基 本 の 機 能 装 備 を

ひときわ向上させて、

新しい標準へ。
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